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心 の 糧

十二使徒評議員

ヤー ク Ｅ ピー ター
．セ ン長 老

信仰箇条の一つに次のような言葉がある。

「我 らは正直…なるべきとと…を信ず」 （信仰箇条１３条）
け 　

これはわれわれの教会にとって最も大切な信条のＬつであると同時に，実行する

に最 も難 しい言葉でもある。正直はバプテスマや死者の復活と同様に，真のキリス

ト教の土台であり，あらゆるよき性格を発展きせる基礎 となるものである。

キリス トはまず神の国と神の義 とを求めよと言われた時，われわれに目的に対 し

て誠心誠意たちむかうことを述べられたのであり，これこそ正直な態度である。
ノ ド

キ リス トは一 つ の原 則 に二 つ の考 え方 や， 二 重 の標 準 に従 って 生 き る こ とや ，道

を はず れ た 行 い を認 め られ るで あ ろ うか。

キ リス トに あ って は い か な る不 誠 実 も あ り得 ない 。 そ うで あ る とす れ ば キ リス ト

に従 う者 た ち も不誠 実 で あ って は な らない 。 キ リス トが 次 の よ うに言 われ た時 に，

何 を 意 味 され たΦ か。 「あ な た は うそ をつ いて は な らな い 」 「あ な た は盗 ん で は な

らな い 」 「あ な た は む さぼ っ て は な らな い」。

キ リス トは， わ れ わ れ が大 き な うそ をつ か ない か ら と言 って， 小 さな うそ をつ く

こ とを お 許 し にな るだ ろ うか。

大 きな 窃 盗 を働 か な い な らば， こ こで 少 しあそ こで 少 し と盗 む こ とを お許 しに な

るだ ろ うか 。

多 くの人 々 が 現 実 に そ の よ うな恐 ろ しい教 義 を信 じて い る こ とは悲 しむ べ き こと

で あ る。 キ リス トに お い て救 わ れ るべ き た だ一 つ の道 が あ る。 そ れ は あ らゆ る偽 善

を避 け， 誠 命 を心 か β正 直 に守 る こ とで あ る。
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末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の建て る神殿を訪れた り，その写

真 を見て あな たはなぜ その よ うな建物を建て るのか疑問に思 った こ

とがあるだろ うか。

それ らの神殿 は世界 の他の どのよ うな建物 とも違 っている。 もち

ろ ん他 の人 々は美 しい建物 を建て，その うちのあ るものは神殿 とも

呼 ばれて いるが， モルモンの神殿の ような 目的 と機能を持つ ものは

他 にな い。

末 日聖徒はなぜ神殿を建て るのか。それはどのよ うに使 われるの

だ ろうか。礼拝や儀式のためだろ うか。その中ではどんな ことが行

なわれ るのだろ うか。末 日聖 徒が時間 と努力 とお金を払 って神殿 を

建てて きたのはなぜだろ うか。

一世 紀以上 もの間，末 日聖徒 は神殿建築の仕事を し続 けて きた。

その仕事 は初 めにア メリカ合衆 国の中西部 にあ る二つの神殿を建て

他 に二つ を計画 した予言者 ジ ョセブ ・ス ミスによ つて始め られた。

西部へ移 って も，末 日聖徒 はこの働 きを続け，ユ タへ到着 して数

年 の間にそ こで四つ の神殿 を完成 した。その時か ら彼 らは， アイダ

ホ，ア リゾナ， ロスア ンゼ ルス， アルバー タ （カナダ），ハ ワイ，ス

イス， イギ リス， ニュー ジー ラン ド，オー クラ．ン ドに神 殿を建 てて

きた。１９７０年 にはも う二つの神殿が オグデ ンとプ ロヴ オに完成 され

る予定 である。

それ は漠大 なお金を必要 とす る仕事であ る。教会員た ちは景気が

良 くて も悪 くて も，困窮 と苦悩の淵 にあ って も，常に礼拝 と感謝の
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精神 でその働きを行 な ってきた。 なんとなれ ばそれ は神 の御意 に従

うことだか らである。末 日聖徒 は予言者 ジ ョセブ ・ス ミスを通 して

主 イエス ・キ リス トの完 全な福音が地上 に回復 され たと宣言 して い

る。古代の福音に含 まれるすべ ての ことが らはこの回復 を通 して現

代の人々に も与え られたのである。

聖書の時代に聖なる儀 式は古代 イス ラエルの霊 的救 いのために聖

い建物の中で執行 されていた。 そのために使 われた建物 はユダヤ人

の教会堂や普通の礼拝所ではなか った。その建物 は特別 な目的のた

め に特別 に建造 されたのであ る。人 々が荒野 を旅 している時彼 らは

持 って旅ので きる幕屋を使 った。

この幕屋は 「主の神殿」 と呼ばれて，サ ムエルの母はそ こへ行 き

祈 った。 （ザムエル記 上 １ ：９）流浪をやめ，政 体を整 えて落着い

た時，彼 らはエルサ レムに輝やか しい神殿を建てたのである。

聖書 の時代 と同 じように，主は再び私た ちの時代に，信 じるすべ

て の者 の救 いの儀式を そな え られ， それ らの聖い儀式を行な うため

の神殿 を建て るよ うに とお命 じにな った。

古代 に主 の救 いの祝福 を得 るた め，一人一人 に次の二つの ことが

必要 とされた。

（１）主 の誠命 に述べ られた義 しい生活をす る。

②真の権能 を与え られた主 の僕 によ って執行 される救 いの儀式を

受け る。

これ らの儀 式のい くつかは どこで も行 なわれるものだが，他 のも

の は特 に聖い儀式であ り，初期には幕屋 や神殿 のよ うな特別 に建て

られた建物で， さらには大 きな神殿 で行 な うよ うに と主 は要求 され

たのであ る。古代の神殿で も神権者 が聖 なる儀式 を行 な って いた。

すべての者でな く，ただ資格 を もった者 だけがそ こに入 れるので あ

る。権能 をもたない祭司は神の怒 りを こうむ った。神聖 な儀式 はま

だ世の人 々に完全に知 らされた ことはなか った。 そ こで行 なわれた

儀式 は非常 に聖 いものであ って，すべての儀式 に参加 できたのは選

ばれた信仰深 い人のみであ った。

福音が この末 日に回復 されて，神殿建設 とその儀式 も予言者 ジョ

セブ ・ス ミスを通 じて 回復 された。末 日聖徒は予言者 によ つて，た

だ 「天上 の津法 に従 い，．すべての津法に も従 うこと」 を 通 し て の

み， 日の光栄 を永遠の世界で 自らの ものにす ることがで きる と教 え

られて いる。

１８４４年 ４月 ８日予言者 ジ ョセブは神殿の儀式を与え られた時それ

らは非常 に重要 なものであ って 「それな くして我 々は天の王座を得

る ことができない。 その目的 のため に準備 された神聖 な場所 がな く

てはな らないので ある。」 （教会教義歴史 ６ ：３１８～２０） と人 々に語

った。

それであるか ら神殿 な くして祝福 の数 々が与え られないのであ り

その結果聖徒 たちは神殿 を建てな ければな らなか った。 これは主に

よ り行 な うよ うに命 じられ た誠命で ある。

聖徒 たちは団結 して その働 きを始 め，最初の神殿を オハ イオ州 力

」 トラン ドに建てた。 それ は，１８３６年 に献堂 されて今 も建 っている

が，今 は教会のもので はない。

カー トラン ドの神殿 はただ多 くの聖 吟儀式を啓示す るためその準

備に使われた。 それはただ準備で あ り神殿 の仕事の大部分は他の神

殿で行 なわれ るよ うに とっておかれて， この神殿 は後 に建て られた

多 くの神殿 と同 じものではなか った。た とえば，バ プテスマフォン
、

トや永遠 の結婚 の部屋や他の重要な儀式のための部屋はなか った。

カー トラ ンド神殿は主 として礼拝のために建て られたのである。

聖徒た ちは カー トラン ドか ら迫害を受けて追われ，神 殿は後 に残

された。彼 らは ミズー リ州 ジ ャクソ ン郡 に住みつ き，そ こに神 殿用

地 を奉献 したが，迫害によ ってその建設は さまたげ られた。後 にイ

ンデペ ンデ ンスか らそ う遠 くない ミズー リ州 ファー ウェス トに家 を

建て， その地域 に三番 目の神殿のために礎 石を築 いた。 だがそれ も

再 び迫害 によって妨害 されて しま った。

予言者 ジョセブ ・ス ミスの もとにイ リノイ州 ノーヴーへ移動 して

いる時，彼 らは四番 目の神殿 の礎石をお いた。その時は予言者 とそ

の兄弟で ある大祝福師 ハイ ラムを迫害 し苦 しめた敵によ る攻撃を受

けたけれどもつ いに完成 した。

ユタの平原 を横断 しなが ら末 日聖徒 は迫害 にも屈 しな い熱意 をも

って神殿 を再 び建て たので ある。彼 らは神 の御前で救いを願 った。

末 日聖徒 は神殿 の儀式 が救 いに欠かせな いもので あるこ．とを理解 し

それがために儀 式を受ける建 物の建設 に努力 をい とわ なかったので

あ る。

しか し神殿は人の救 いに とって どのよ うに欠 かせないものなのだ

ろうか。 それは古代において も同 じであ ったであろ うか。 エルサ レ

ムの教会 は古代 イス ラエルの宗教生活に どのよ うな役 割をはた して

いたであ ろうか。

エル サ レムの神殿は ユダ ヤ人の教会堂よ りももっとよ く築 かれて

いた。

そ して そこが神権者だけが式を とり行 な う聖 い場所 である とい う

ことも認め られていた。その 「至聖所」は最 も信仰深 い者のために

備 えられて いた とい うこともよ く知 られてい る。教会堂におけ る一

般 的な礼拝 に関係のな い聖 い儀式が そこで行なわれた こともまた事

実で ある。 そ して それ らはただ興味だけを持つ人 々や信 じない人々

が参観す るたあ に開かれては いなか った ことも知 られてい る。

エルサ レムの神殿 はそこへ入 った資格のない者 によ って汚 され，

イエスの時代 には売買 いの家 とな った。

それ は救 い主が彼 らを神殿か ら追 いたて ｒわた しの家は祈 りの家

ととなえ られ るべ きで ある』 と書 いてあ る。それだのにあなたがた

はそれを強盗 の巣 に して いる。」 （マタイ２１：１３） と言 われた ことに

よ って わかる。

末 日に建て られた神殿 も同様 に神聖な ものであ るか ら，それ らも

教 会の最 も信仰深 い者 たちのため に備え られて いるのであ る。

では神殿 の内部で は何が行 なわれて いるのだ ろうか。一般 め参観

がなされていないことにつ いてなぜだろ うか と興味を もつ人々が多

くあるに違 いな い。 ・し

神殿 が建て られて いる時 は公衆 の視察 は自由であ り，何千 とい う

人 々がそ こを訪 れその美 しさに驚嘆す る。 しか し建物が献堂 され，

神 殿の仕 事が行 なわれるよ うになると旅行者は入 ることが許 されな

い。

神殿 が献堂 される前 にや って来た訪問者 は各部屋を見てまわ って

皆 感嘆の声をあげた。興味 の中心 となるものは， いつ もバプ テスマ

フォン トである。各神殿 には一つずつ この フォ ン トがあ り，石や ブ

ロンズでつ くられた１２頭 の牛 の背 に乗 って いる。 これ は予言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスの時代 に，他 の ことが らと同様 に， ジ ョセブ ・ス ミス
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を通 して主が指示 された様式に従 ってい るのであ る。

なぜ神殿 内にバ プ ラスマフォ ン トがあ るのだろ うか。人 々は どこ

でで もバ プテスマを受 け られ るので はないだ ろうか。

生 きて いる人 々はどこにお いて もバ プテスマを受 けられ るが，神

殿 内の フォン トは死者 のための代理 のバ プテスマを行 なうように設

け られてい る。

死 者のためのバプテスマとは何 か。

それはキ リス ト教 の教 えであろ うか。

ヘ ブル人への手紙 の中で，私 たちは信仰 ある人 々の祖先 につ いて

読 む ことがで きる。パ ウロは述べてい る。 「わた したちをほかに し

ては彼 らが全 うされ ることはない。」 （ヘブル１１：４０）

ここに生者 と死者の救 いの間には明確な関係のあ ることが示 され

て いる。多 くの人 々は死者のための代理の働 きを信 じて ロー ソクを

ともし，死者のため に祈 る。

キ リス トご自身の噴 いは代理の働 きであ った。キ リス トは私た ち

のために死 んで くださ り， それがため に私た ちは生 きることがで き

るのである。キ リス トは苦 しみを通 して私た ち．の罪 を照 って くだ さ

った。

「神はそのひ とり子 を賜わ ったほどにこの世 を愛 して下 さった。

１０４
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それは御子を信 じる者がひ とりも滅 びないで永遠の命 を得 るためで

あ る。」（ヨハネ ３ ：１６）

「彼はわれわれの とがのために傷つ け られ， ……その打た れた傷

によってわれわれはいや されたのだ。」（イザヤ ５３：３～１２）

「また多 くの人のあがない として， 自分 の命を与 えた。」（マタイ

２０：２８）瞭 いの供え物 として命を与えたのである。 「御子 イエスの

血がすべての罪か らわた した ちを きよめるのである」．（１ヨハネ ．

１ ：５～ ７）

「あなた はほふ られ，その血によ って人々をあがない……」．（ヨ

ハ ネ黙示録 ５ ：９～１０）

死者のための代理の働 きは聖 書の教えであ りキ リス ト教 の教 義で

あ る。人が それ にあずか らねばな らない とした ら，その人 々はどの

よ うな働 きが神 に受けいれ られ るかをは っきり知 らな くてはな らな

い。 明らか に，人 によ って作 り出 された方法は認め られない。 この

ことをは っきり知 るため に，私た ちは生 きてい る者の救いに何が要

求 されて いるかを考え， また主 は死者の 救いのために何を要求 して

い らっ しゃるか ということを考えてみな くてはな らない。 どのよ う

に して生者 は死者 の救 いの助 けをなす ことがで きるのか。聖書では

何 と言 って いるだろ う。 ．

ローソ クをともす とよいのだ ろうか。祈疇すれば よい の だ ろ う

か。東洋 で行 なわれて いるよ うにただ墓 に供物を そなえればよいの

だろ うか。

福音 を知 らず して死ん だ人 々も神 の御前 に救われ るこ と が で き

る。 それは聖句で も明 らかにされて いる。で はそれ はどのように し

て なされるのだ ろ うか。 これが大切 な問題で ある。

イエスは死者 に宣べ伝 えられた。使徒ペ テロは救 い主の死後， そ

の肉体が墓 に横 たわって いた 間に， その霊 は死人 たちの ところへ行

き， そこで かつて地上 に生活 して いた人 々の霊 に宣べ伝え られ た と

書 いて いる。 （１ペテロ ３ ：１８～２０）

更 にペテ ロはそ のよ うに言 った理 由を述べて いる。 「死人 にさえ

福 音が宣べ伝 え られたのは，彼 らは肉において は人 間と して さばき

を受けるが，霊 においては神 に従 って生 きるよ うになる た め で あ

る 。」（同上 ４ ：６）

これ らの聖 句は次の ことを教 えている。

（１）イエスは私 たち と同 じよ うに霊 と肉体 を もつ 一人 の 御 方 で あ

る。

② イエスが死人の ところへ行 った時，霊はは りつけに された骨肉

の身体か ら離れて いたが，なお も謙 遜な 「ナザ レの大工 」 としての

個人で あった。

（３）死人 もまた， ノアの洪水で死んだ人々で さえ も， イエス ご自身

と同様 に，英知 のある個性を もった霊 の存在で あった。

（４）これ ら死人 たちは霊界 に住んで いるにもかかわ らず，生 きてい

る人 と同様 に福音 を聞 くことがで きるように，理性や精神能力を充

分豊 かに持 って お り，彼 らは生 きて キ リス トの教えを受 け入れ るか

拒 むか選択 の自由を使 うこ とができた。

㈲ イエスは救 いのも とい となる福音 を死人 に教 えられ た。

⑥福音 を聞いて死人 はそれを受け入 れる ことも拒む こともで き，

それによ って 「肉においては人 間 としてさばきを受 ける」 ので あり

死人がそれを受け入れた時に，聖句 が示す ごと く 「霊 において は神

に従 って生き るよ うになる」 のである。

さて生 きてい る人々の救 いのために福音 は何 を要求 して いるのだ



ろ うか。

彼 らは肉にある間に，水 に沈 め られるバ プテスマのよ うな救 いに

必要 な儀 式 と律 法を守 り 「神 に従 って」生 きなければな らない。

バプテスマは必要 だろ うか。

イエスは必要 だとお考 えになり自ら 「すべての正 しい ことを成就

するために」バプテスマをお受 けになったのであ る。 （マタイ ３

：１５） ま して人 にはバ プテスマが必要であ る。

イエスの弟子 たちはバ プテスマの ヨハ ネが行な ったよ りも多 くの

バプテスマを した。 （ヨハネ ４ ：１～ ２） またバ プテスマを信仰

そのもの と同 じく救 いの本質的 なものと して 「信 じてバプ テスマを

受 ける者 は救 われる」 （マタイ １６：１６） と教え られたのは イエスで

ある。で は私 たちはバ プテスマを無視す ることがで きるだろ うか。

バプテスマが生者 の救 いに欠 くべか らざるものであ るな ら，それ

は死者 の救 いにも欠 くべ か らざるものではなかろ うか。私たちは ロ

ー ソクを とも したり祈 って あげたりして，バ プテスマの代 りにする

ことがで きるで あろうか。

では死者 はどのよ うにしてバ プテスマを受け られ るのか。歴史で

明 らかなよ うに初期 のク リスチャンた ちは死者の代 りに生者にバプ

テスマを授 けて いる。 それは慣行 されてお りパ ウロの時代 もそ うで

あ った。パ ウロはこの初期の キ リス ト教の慣習を死者の復活の証拠

として語 ．った。復活を疑 っていた人 々に彼 は 「そ うでない とす れば

死者 のためにバ プテスマを受け る人 々は，なぜそれをす るのだろ う

か。 も し死者が全 くよみがえ らない とすれば，なぜ 人々が死者 のた

め にバ プテスマを受け るのか」 （１コ リン ト １５：２９） と説 いたの

で ある。

これは死者の救 いに関す るま ことのキ リス ト教 の教義 である。生

者 の津め に行なわれていた と同 じ儀式 が死者 のためにも行 なわれて

いた。 それ は目新 しい こ、とではない。神 は死者 と生者 に違 った こと

を要求 してお られなか った。神 は彼 らを全 て同 じよ うに扱 って お り

彼 らがた とえ霊界 に住 んでいよ うとも，ペテ ロの言 ったよ うに肉に

お ける人間 と同様 に死 者を裁 かれるのであるδ

死者 に福音が宣べ伝 え られたので，その儀 式を死者 に代 って行 な

うことが可能 とな った。

バ プテスマは それが生者であろ うと，死者 であろ うと変 りな く，

水 に沈め ることを要求す る儀 式であ る。死 んだ者 に一人ずつバ プテ

ス マを施 こす ことはできないので，生 きて いる人 々が彼 らのために

代理 としてバプテスマを受けるのである。

この末 日に回復 された福音 の一部 として，主 は予言者 ジ ョセブ ・

ス ミスに この教義 となすべき ことを啓示 され， その儀式 を行 なうた

め に神殿を建て るよ うに とお命 じにな った。

聖徒た ちはイ リノイ州 ，ノーヴー に住んで いた。彼 らは主の命令

に心を とめ，．その町に神殿 を建 てよ うと準備 し，最初は フォン トを

築 くために建物 の低い部分 の完成 をめざ して， そこに代理のバプ テ

スマを執 行するための美 しい永遠 の器 壷作 ろ うとした。 そのような

ものは しば らくた ってか ら完成 した。永久的 なフォ ン トの準備中は

臨時 に木でつ くられた フォン トが用 い られ たので ある。予言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスの指示 の もとにそ こで死者のた めの聖 い儀式が行なわ

れていた。

バプテスマはキ リス ト教 のすべて の儀式 の うちで最 も大切な もの

として定め られた儀式 であ り，神 の子供 たちの救い に関す る神の ご

計画 に欠 くべか らさ％ 基本的 なもので ある。だが人 々はペテ ロやパ

ウロの時代以後，バ プテスマを忘れ るよ うにな り，それを認 めな く

なって いった。

バプ テスマな くして，人はどのよ うに救 われるだろうか。すべて

の人類は神に とって同 じ子供 たちで ある。すべて の人は平等 に扱わ

れねばな らず，すべての人 は神 の御前 に救 われるために同 じ条件 に

従わねばな らない。

救 い主 ご自身 は同 じ光 の中で全人類 をみ な重ん じられ る生者 と死

者 両方の神 である。 「人 はみ な神 に生 きるものだか らであ る。」 （ル

カ ２０：３８） と言 われ た。ゆ えに死者のための代理のバプ テスマは

今 の世で も古代 と全 く同様 にいつ も行 なわれ る儀式なのであ る。

しか し，死者 のバプテスマの働 きに加えて神殿 の中には他の大切

な儀式 がある。最 も忙：しい場所 の一つ は結び固めの部屋 として知 ら

れている ところである。 多 くの人 々の使用 に備えて，開それぞれの神

殿 にはそのための部屋 が普通 ５つか ６つあ る。それ らの部屋は，あ

る人 々が， キ リス トの福音 の最 も根本的な原則 とみな してい ること

を， 明 らかに している。

この教義 をよ りよ く理解す るため に初め に家族生活は末 日聖徒に
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とって最 も大切な もので ある ことをあげな くて はな らない。家族は

永遠の価値あ るもの として重 ん じられて いる。夫 と妻 は死が彼 らを

分かつ までではな く永遠 に結 びあ うので ある。

その ような両親 か ら生 まれる子供 たちは死や復活をへて永遠の生

命へ と続 く家族の生活の一部 となるのである。

幸福で愛 に満 ちた家庭に もた らされるすべ ての徳性や 祝福 を彼 ら

は永遠 に持 って行 くことができ る。なぜな ら家族 生活は天 における

私 たちの存在 の一部 とな るか らであ る。

結婚 は決 してはか ないこの世限 りの もの として主が定め られたの

ぞはない。 これは末 日聖徒 の教義であ る。結 婚 は死 が入類 に もた ら

される前 に定 め られた。資格 ある人 々の結婚が神の力 によ ってその

目的のために とり行 なわれた時 に，死を越えて続 くのであ る。

最初 の結婚 はアダム とイヴで あり， それ は死すべ き状態や死が ま

だなか ったエデ ンの園に住 んで いた時 に行 なわ れた。結婚 は，死が

何の制限 も与える ことのできない神 の永遠 の力 によって行われたの

であ る。

後に アダ ムとイヴが主 にそむ いたためその罪 によ って彼 らの身 体

は死が入 りこむ とい う変 化を受けた。 すなわち死すべ き状態 になっ

たのであ る。 しか し彼 らの結婚は死に先 だち神 の力 によ って行 われ

たか ら， それは死の後 も続 く永遠の結 合なのである。

他のだれが アダ ムとイヴのよ うな永遠 の結婚 をす る ことができる

のだ ろうか。神の無限の力によつて儀 式が執 行 され る時にそれがで

きる。 「死が二人を分かつまで」 とい う一般 の結婚 は，死 をも って

終 る一時的 なものであ る。死が二人を分かつまで と言 って式を とり

行 う人 々が死後 まで も結ぶ権能を持 っていない ことは明白である。

彼 らは永遠 の結婚 を司 さどる力を持 っていない。 しか し，実際に こ

の世 には二人 を永遠 に結ぶ ことの出来 る力が存在す るのである。 イ

エスが天 にのぼ られ る前，使徒た ちに彼 らが地においてつな ぐこと

は何 であ っても天 においてつながれ るとい う力をお与えにな った。

（マ タイ １６：１９，１８：１８， ヨハネ ６ ：２７， ロマ １５：２８， 皿コ

リン ト １：２２， エペソ １ ：１３， ４ ：３０を参照）

使徒 はその力 を使 って いただ ろうか。彼 らが その神権の権威を も

って行 うすべての ことは確 かに永遠の意味を持 っていた。

人がバプテスマを受 けた時， その人 は永遠 の祝福 を受 けたのであ

る。

バ プテス マは この世 のみであると誰 が言 えよ う。バ プテスマは，

神の御前での私た ちの救 いに欠 くことので きないもので はなか ろ う

か。救いは永遠にかかわ る事柄 ではないか。 これ らの聖 い権能 を与

え られた使徒は天 においてむすばれる地上 の儀式 を執行 した。 それ

は地で行われ る儀式が この世のみでな く死 んだ後神 の天 なる王 国に

おいて も効力を持つ ことを意味 してい る。

それ は神 のご計画の一部であ る。

そうで な くて はなぜ， イエスが地 上 と同様に天 で も結 ぶ力を使徒

にお与 えになっただろ うか。

この意義 は死者 に代 って行われ る代理のバ プテスマの原 則を考 え

る時にも一層理解で きる。 ペテロは肉 においては人 に従 って裁 かれ

た人 々が霊 界において神 に従 って生 きるため に，福音が死者に与え

られた と言 っている。

死 者のためのバプテスマは，霊界 において 「神に従 って生 きる人

々」 と，肉において人 のためにす え られた標準 に従 って裁かれ る人

ユ０６

々 との差別 をな くす るた めに用意 されてい る。生者 と死者 と慮 救い

に関する限 り平等 であ り， それ はこの世 と来 たるべ き世 と両方 に効

力を もつ神 権の権能 を もって な され るので ある。

使徒が必要 なのは，彼 らには この世 にも来世 にも結び固め る力が

与え られているか らである。 バプテスマにつ いて いわれ ることは結

婚 について も云え る。結 婚は神 が定 あ られ た ことで ある。 （創世記

１ ：２８、 ２ ：２４～２５， ９ ：１， ７，３５：１１， ヘブル １３：４）前 に

述べたよ うに，全能の神 ご自身 が，死 すべ き状態 の起 こる前 に最初

の結婚を執 り行われたのである。女性 である イヴを男性で あるアダ

Ｍこ与えて彼 らに生めよふえよ地に満 ちよ と命令 されたのは神で あ

る。

この最初 の結婚 を執行な さった時， もちろん主 は神 ご自身 の永遠

の能力を行使 された。後 に聖任 された使徒 た ちにその能 力の幾分 か

を与 えて，行 う儀式が永遠に効力を持つよ うにされたのである。

この永遠 の能力がバ プテスマの恵みを永遠に している。 この同 じ

能力 がバ プ ラスマを定め られた同 じ御方によ って命令 された結婚 に

永遠性 を与 え られ ない理 由が あるだ ろうか。

結 婚 も神 の権能 によって定め られた永遠 に続 くものでな くてはな

らぬ し，事 実確 かにそ うなので ある。夫 と妻 は今 も永世に も神権 の

力によ って共に結 ばれることが できる。 また 同様 に子供た ちは永遠



にその両親 に結 ばれ，家族 は永遠 に共に結びあ うのであ る。愛 しあ

う夫 と妻 はそのきず なを死 によって断つ必要がない。子 供たち もみ

な し児 ではな く， とこ しえ にその子供た ちであ る。

バプテスマによって人が神の御前 に出 ることができ るよ うに， こ

の結婚 の結 び固めの儀式 によって人 は神の御前に結合 した家族 とし

て立つ ことができるのである。

もし私 たちが愛す る人た ちを奪われ，人生の最 も聖 く愛に満 ちた

きずながひど くそこなわれ るとした ら，一体天は誰に とって完 全な

ところ となろ うか。

神 は愛 であ る。神 は愛 を永 えに保 っておかれ る。私たちの家族 関

係 は愛 の．ヒに打 ちたて られ るのであ る。そのよ うなきずなを定 め ら

れた神 はそれ を神の王 国で もとっておかれ る。私たちの神殿には結

び固めの儀式 を行 う， シー リングルー ムと呼ばれ る部屋 がある。 そ

の神聖 な部屋で花嫁 と花婿 は聖壇 に膝まづ き，聖 なる婚 姻の儀式 の

うちに永遠 に結 び固め られ るのであ る。まだ結び固め られていない

両親 は，家族が聖 なる神権の力 によって永遠に結 ばれ るよ うに，そ

の子供 たちを シー リングルー ムへ伴 ってい くことができ る。

しか し， も うこの世 にいな い多 くの家族はど うであろ う。 この世

を去 った夫 と妻 は，死 が結婚 のきずなを断 ち切 っていて も再び共 に

亀

結 びあ うのだ ろ うか。 「死が二人を分かつまで」 と執行 された結婚

は，永久不変の基いの上にまた立つのだろ うか。 死んだ子供 たちは

家族が来世 において共 に結ばれ るために死んだ両親 の もとに再 び戻

るのだろ うか。

地上 と天上で結ぶ力 は， この 世で も来た るべき世で も力 のあるも

ので あ り，生者 と死者のための必要な儀式を与えている。 「霊 にお

いて は神 に従 って」生 きる人 々にバ プテス マとい う照いの力 を与 え

られた と同様 に，生者が死んだ愛す る人々の代理 として行 う，死者

のため の結婚 の結び固めの儀式 も与え られてい る。

だれが この代理の働 きをす るのだろ うか。だれで も参加 できるの

だろ うか。

もう一度 申 しあげた い。主 の家は秩序の家であ る。神 に関 して，

混乱 はいささか もな い。すべての ことが らは秩序 正 しく行 われるの

で，人 は自分 の血縁の死者のため にこの鋤 らきをするよ う定め られ

て いる。

ではそれ はどのよ うに行われ るのだろ う。死者に血のつなが って

いる人 々よりも彼 らを よ く知 ってい る人はいるだろ うか。彼 らに関

心 をもっで いる人 々は一体だれだろ うか。・彼 らを助けたい と心 か ら

願 う人 たちはだれだろ うか。

死者 をどの よ うに して助け ることができ るのか。死者 の身分 を証

明す るために自分の系図を準備 しているすべての家族 は，死者 のた

めの儀式 を行 う必要が ある。

正 しく調べ られた死者の儀式は主 に認め られる。主 はその目的の

ために特別 に建て られた家で儀式のすべてがな されるよ うに備 えて

お られ る。 それが神殿なのであ る。

なぜ末 日聖徒 は神殿を建て るのだろ う。神殿 の中において， 自分

自身のため に結び固めの祝福を受け，血縁の死者 その他 のためには

ペテロの言 った ように 「肉においては人 間の標準 と機会 に従 って裁

かれ るが，霊 においては神に従 って生 きる」 ことを得 させ るよ うに

代理のバ プテスマ と結 び固めを行 うのである。

この ことについて ジ ョセ ブ ・ス ミスはある時人 々に語 った。 「…
… この 目的のため

，死者 のバプテスマを受 ける人 々のために特別 な

場所を建てな くてはな らない。 ……なぜ な らその父，母，兄弟，姉

妹，友人などを救 いたい と願 う人 々は， その人 たち一人一人 のため

に， 自分 と全 く同 じよ うにすべ ての儀式 を受 けな くて はな らないか

らであ る。」（教 会教義歴 史 ６ ：３１８～３２０）

では近 代におけるその働 きの始 ま りはどのよ うだっただろ うか。

その働きは何を もととして始 ま ったのだろ う。

偉大な聖 書の予言の一つは 「主 の大 いなる恐 るべ き日」 の来 る前

に末 日において地 を訪 れる古代 の予言者 エ ライ ジャの近代 における

使命について述 べてい る。エ ライ ジャの訪 問は聖句 が示す ごと くに

重要な ものであ り， もしそれがなか った ら地 はのろいをもって うた

れ るのである。

マ ラキはその最後の数行 に この予 言を記 した。

「見よ，主の大いなる恐 るべ き 日が来 る前 に， わた しは予言者 エ

ライジャをあなたがたにつかわす。」

「彼は父の心をその子 供たちに向けさせ，子供 たちの心 をその父

に向け させる。 これはわた しが来 て， のろいをも って この国を撃つ

ことのないよ うにするためである。」 （マ ラキ ４ ：５～ ６）

この予言については二つの大切な ことがある。

まず第一に時が限 られてい る。マ ラキは，エ ライジ ャが主の大 い
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．な る恐 るべき 日の前 に地上へ 来る と言って いるので ある。時の しる

しによ って私たちは エライジャのおとず れが近 いことを知 る。 この

同 じしるしによ って，エ ライ ジャが私 たちの時代 のため にとってお

かれた ことを知 る こともできる。

エ ライジャの来訪 は将来 の ことなのか も うすで にあったのか， そ

．うだ とすれば
，だれ のところへ来た のか という質問が出て くる。で

はマ ラキの予言 の第二 の大切 な意味 を考 えてみ よう。 エライジャは

なぜ来 るのだろ うか。

マ ラキはエ ライジ ャの使命 をはっきりと述べてい る。それは 「子

供 たちの心 をその父 に向けさせ る」ため，今の人 々と過去の人 々の

間で重要 なきず なをつ くることであ る。言いかえれば， エライジャ

の訪 問の明 らか な目的 は生者 の心 に祖先への関心をお こさせる こと

だ った ので ある。聖句 によ りこのよ うには っき りと示 されて いる目

的 をもって エ ライジャはすで に来たのか とい う問題が残 る。 そのた

め にまず私た ちは この質問について考 えな くてはな らない。最近人

々の間 に死者 についての関心が高 くな り世に広 が った ことはないだ

ろうか。

もし調査を してそのよ うな ことが全然 なか ったな ら， エ ライジ ャ

が まだ この世を訪れていない ことは当然 であろ う。一方 も し現 に系

図の活 動が世 に広ま っている とした ら， それはエ ライジ ャがすでに

来た とい う直接 の証拠 になる。

それによ り彼 の使命 の結果が あ らわれて おり，確かに彼が来て，

その仕事 が始 め られ，予言 は成就 された と知 ることがで きるに違 い

ない。

はた して実 際はど うだ ろうか。

１０８
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系図へ の関心 は実際高ま って きてい る。それは現代 に始 ま っで，

現在西洋のほ とん どすべ ての国々で生者 の心 をその祖先 に向 ける系

図活動は世に広ま っている。系 図を準備す るとい うはっき りと した

目的を もつ何百 とい う団体が近代 にな って組織 されて きて お り，何

十万 とい う個 人が 自分 の先祖 の記録の探求を してい る。また政治家

や軍 人や開拓 者のよ うに名誉 ある家系 を持つ ことを入会資 洛とす る

愛国 と伝統 を守る団体が作 られてきている。

多 くの国々で系 図に関す る本や雑誌が 出版 され新聞 には系図の記

事 が載 る。

いろいろな国の大 きな図書館が もっぱ ら系図資料や家系歴史の資

料 のために建 てられ ている。

そのデー タにつ いて何十万の本が１９世紀の間に出 され，その種の

印刷物 を多 くの人 々が要求す るよ うにな ったために， アメ リカ合衆

国の多 くの市の公共図書館が系図専門家に託 して，系図部門を新設

しな くて はな らな くなった。

マイクロフ ィル ムとい う方法によ って世界の多 くの国の記録 が次

々に複写 され保存 されてい る。現在 これ らのマ イクロフィル ムによ

る記録は り一デ ィングマ シン （判読機） を通 して人々に使われ，豊

富な系図資料を提供 してい る。 ．

イギ リス， フランス， ドイツ， スェーデ ン， デ ンマー ク， ノル ウ

ェー，ス コッ トラン ドその他， ヨー ロッパ の国々では，政府 が系図

資料を保存 し，それ に必要 な古い記 録を備えるよ うに命 じている。

さて，訪問によ って このよ うな関心を もた．らしたエ ラ イ ジ ャ は

「主の大いな る恐 るべき 日」の前 ，末 日にあ らわれる， と予言者が

記 してい る。よ って この広 範な系図活動 が近代 になって か ら始 まっ

たのか どうかを調べな くてはな らない。特 に先 祖を研究 する団体や

そのよ うな 目的についての項 目はどんな百科 辞典 に も見 られ る。

彼 らの活動は，家族の歴史や系図の準 備よ りさらに多 く， 「子供

た ちの心」がその父に向け られている ことを示 している。歴史 的建

造物を保存 した り栄光ある先祖 の地 に記 念碑 を建てた り，墓石 を刻

み，記 念公園を作 った りす る ことにその関心が表 われて いる。

あ るものは１８５０年頃か らであろ うが， これ らの団体の多 くは１８９０

年頃にできている。

実際には祖先 に特 別の関心 をもつ組織的団体 として まとまる何年

か前か ら個人 個人が興味を持 ち始 めていたので ある。

系図に対 して世界的 に非常 な関心が高 まって きてい ることや それ

が１８４４年 の数年前 に始 まったことを示 して きたが，聖句 によれば エ

ラィジ ャはその関心 を起 こす はずで ある。 エライジャは予言に従 っ

てその時代 に活発 な動 きを始 めるため１８４４年よ り何年か前に来たに

違 いない。

事実 そ うで あった。

ペテロの第一の手紙に ノアの時代 の洪水に言及 する句 がある。

「その箱舟 に乗 り込み，水を経て救われたのは，わず かに ８名 だけ

で あった 。」 （１ペテロ３ ：２０）

それは ちょうど１８４４年の 「わず か ８年」前 だ った。 エ ライジ ャは

マ ラキの予言を成就 して地 を訪 れたので ある。

オハ イオ州 カー トラン ドに末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 によっ

て建て られた神殿の中で１８３６年 ４月 ３日エ ライジ ャは死すべ き人間

の前にあ らわれた。彼 はそ こで教会 の予言者であ るジ ョセブ ・ス ミ

スとオ リヴア ・カウ ドリに天 か らの能力 を授けたのであ る。 この訪



れの際エ ライジ ャは自分 はマ ラキの言 った予言，す なわ ち子供た ち

の心 をその父に向けさせ るため，言 いかえれ ば死すべ き人間 にその

祖先 の系図へ の関心 を起 こす ため に来 たと述べ た。 ・

エ ライ ジャが現 われた とい う証拠が あるだ ろうか。

系 図団体， 図書館，雑誌， あ らゆる系図の記録 あ らゆ る系図の

頁にある名前，及 びアメ リカや その他多 くの 国々で死者の探求にた

ず さわる人 々が， エ ライジ ャが来 たことの現実の証人であ る。なぜ

な ら， それぞれが マ ラキにいわれた 「子供た ちの心を その父に向け

させ る」とい う予言者 の使命を成就 して いるのであ る。 エライジャ

の使命 はすべ て私 たちに関 わるものであ る。証拠は明白であ り，疑

いの余地 はない。 エライジャはすでに来た。偉大な予言の一つが こ

うして成就 されたのであ る。主の大いな る恐 るべき 日の近 い ことを

証す るこの出来事 は時の しるしの うちで も最 もは っき りしている も

ので ある。

この広範 な系図へ の関心 はエライジャの訪 れを証 しするだけで な

く近代 において彼の訪れを受けた人々の神聖 な召 しを も証 している

ので ある。 それは あの カー トラン ド神 殿の中で エライ ジャの訪 れを

受 けた人が全能の神に選ばれた とい うことを もさしている。

神の啓示を通 し天使によ って権能 を付与 されて，彼 らは末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会を組織 し，地上 にキ リス トの福音 を完 全な形

で もた らしたのであ る。彼 らはバプテスマの ヨハネやペテ ロ， ヤコ

ブ， ヨハ ネか ら神 権の聖 任を受け， この力によ って彼 らは再 び回復

された福音を純粋なままに説いた。

彼 らは エライジャの訪 れの 目的 と子供 たちの心 をその父 に向け さ

せ る理由を説明 した。

彼 らは この系図に対す る関心 が救 いの計画 のうちに大切 な位置 を

しめてお り，キ リス ト教 の根本 に密接 な関係をもつ もので あると教

えたのであ る。

私 たちは近代 におけるエ ライ ジャの使命の結果 と して，地上にお

きた活動 に二重 の意味 を認 あることがで きる。一つ はか って地上 に

生きて現在 は霊界 にすむ人 々にとって必要 な証 明を準備す るため に

全世界 にわたって人類が家族 の歴史や系図を調べ ることで あり， も

う一つ は末 日聖徒 イエスキ リス ト教会 の会員た ちが， キ リス トに来

るすべ ての人 々が その王 国で救 われ得 るため に，神殿で福音の命ず

る聖 い儀式 を行 うとい うことで ある。

この神殿で の働 きは，全世界 にわた る系図探求を通 して準備 され

る証 明な しに行 うことがで きな い。 この二つの活動は予言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスによって始め られ，現在はそれを継 ぐ人 々によ って行わ

れて いるよ うに，主の御業 を完成 させ るために手をたず さえて行わ

れて ゆ くもので ある。

これが モルモンの神殿を建て る理由なのであ る。
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神殿は主の住みたもう家である。

主は地上を訪れたもう時，その神殿においでになる。私た

ちは主の家族であり，前世において主の子供たちであった。

ゆえにこの地上の両親 と家族が家庭に集まるように，主の家

族の中の価値ある会員は主の家に集まることができるのであ

る。

神殿は教える場所である。ここで福音の原則が説かれ，神

の王国の深い真理が開かれる。正 しい精神を持 ち注意深 く準

備をして神殿に入る時，私たちはそこで知恵 と知識を豊かに

与えられる。

神殿はやす らぎの場所である。騒がしい外界の心配やわず

らいをはなれて，神殿内では，ただ霊の事柄だけに関わるの

で，私たちの心は霊的なもので占められる。

神殿は誓約の場所である。それは，私たちが正 しい生活を

する助けとなる。ここで私たちは神の律法に従い，自分自身

の祝福と人の善のために，福音の貴重な知識を用いることを

約束するのである。人 々は儀式を受けることにより，福音の

恵みにふさわしい人生を全 うしようという強い決意を抱いて

神殿から出て くるのである。

神殿は祝福の場所である。私たちの持つ信仰にのみ基いて

今から永世にもわたる約束がなされ，葦 の約束によって私た

ちは天の両親が近 くにあるということを理解する。神権の力

はそのように新 しく，豊ふに私たちに与えられるのである。

神殿は信仰厚い人たちに儀式を施す場所である。人間の力

では答えられない多 くの問題について，人生 の偉大な奥義が

ここで明らかにされる。ω私はどこか ら来たか。②なぜここ

１といるのか。㈲死後どこへ行 くのか。ここでは人生のあらゆ

る事柄の源である霊的な欲求が最も重要なものであるとみな

されるのである。

神殿は啓示の場所である。主 はここで啓示を与えたまい，

すべての人は人生において助けとなる啓示を受ける。

すべての知識 すべての助けは直接またぽ間接的に主か ら

来るものである。

主は人としてこの世にお られないが，聖霊や，地上にあっ

て神権を持つ人々を通 して，この地上にご自身をあらわされ

る。その御霊によちて人々はこの地上における主の御業を指

図しているのである。祈 りと信仰をもって，この聖い場所へ

入 るすべて爾人々は人生の多 くの問題を解決する助けを得 る

であろう。

神権にかかわる導き，平和，誓約，祝福，啓示を受ける場

所である主の神殿に入ることはまことに有益なことである。

この特権に対する感謝と，霊的な機会を得ようと願 う熱意が

私たちの心に満ちあふれて くるにちがいない。

賜物と祝福にみちた神殿はイエス ・キ リス トの福音の要求

に従おうとするすべての人々に開かれている。資格ある人々

・はみな神閾 こ入るための推薦を監督 （支部長）に願い出るこ

とが出来る。

そこで行われる儀式は神聖なものであるが，不可思議なも

のではない。福音を受けいれ福音に生き，自分自身を清 く保

つ者はみなその儀式を受けることができる。実に教会の信仰

深い会員はみな神殿に行きその特権を享受するようにすすめ

られている。神殿は，祝福を受けるにふさわ しく， 自らを高

めた人々すべてに儀式が施 こされる神聖な場所なのである。

福音に関することは，なんで も神殿で行われる。バプテス

マ，神権の聖任．結婚，生者と死者のための今と永世にわた

る結び固め・生者と死者のエンダウメン ト，福音の釈 き明し

導きと教えを施こす働きに関する会議，その他福音に属する

すべてのことがそこで行われる。実にすべての福音が神殿内

に要約されているのである。

初めて神殿に入る人にその儀式が，充分理解 され ることは

期待されていない。だから何度 も神殿に入 るように，主は方

法を備えておられる。神殿の仕事はまず最初に自分自身のた

’めに行われ
，それゐ）ら亡 くなった祖先や友人のためにできる

だけ多 くなされなくてはならない。 この働きは死者のために

救いの扉を開き，エンダウメントの特質や意味や義務を生け

る者の心にとめさせるものである。エンダウメントをいつ も

新鮮に心にとどめておくことによって，私たちは永遠の祝福

を受けつつ人生におげ者義務を，より良 く遂行できるであろ

う。

神殿の儀式については教義 と聖約 １２４章３９－４１節 の啓示の

中で述べられている。 「この故に，われ誠に汝 らに告 ぐ，汝

らの灌油の儀，汝らの聖なる洗い，死者に代る汝らのバプテ
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スマ，汝 らの聖会またレビの子 らに由る汝らの捧物の記念，

神よりの交通を受 くる最 も聖き所に於 ける汝らの神託，汝ら

の律法 と審判，啓示の始ま りと，シオンの基と，シオンのす

べての市制の栄と誉とエンダウメン トは，わが聖き名のため
　

ロヒ コ

に建てよとわが民の常に命ぜ らるるわが聖なる宮居の儀式に

よりて制めらるるなり。」

「われ誠に汝 らに告 ぐ，われその中にてわが民に儀式を示

さんがためわが名のためにこの宮居を建てよと。」

「われ創世の前より隠されたること，すなわち時満 ちたる神

権の時代に関することをわが教会に示さんと図ればなり。」

神殿の中ではすべての人が白い装いをする。白は純潔の象

徴である。清らかでない者はだれ も神の家に入る権 利 は な

い。さらにすべての人が統一された服装をするのは天で父な

る神の御前にあってすべての人が平等であることを象徴 して

いる。富める者 も貧しい者 も，学問のある者 もない者 も，地

位のある者 もない者 も，霊の父である主なる神の前に義 しく

生きるならば，神殿内ではすべて平等で同じ価値をもって，

肩を並べ る人が神殿内で受けるものは霊的な理解 と，霊の健

康であり，そのような人々は主の御前にみな平等 な ので あ

る。

最初から最後まで神殿内を通 りぬけることは輝 しい経験で 、

ある。それは人の心を高め，勇気を与え，人を益するもので

ある。神殿に入った者は知識が増し，御業に働 く力を強めら

れて出て くる。

神殿のおきてとエンダウメン トの聖約は美わしく，有益で

簡潔で容易に理解できるものである。この世の教育を受けな

かった予言者ジョセブ ・ス ミスが人の霊的成長のための基を

このように立派にすえ られたことは奇蹟であろう。このこと

一つをとって もジョセフ ・ス ミスが死すべき人間の力を越え

た能力によって導かれたことを証詞している。

全き従順 と信仰を持って主の御意志に従おうと願い神殿の

奉仕に参加する人々にとって，その日は輝やかしい経験とな

る。そしてその人々に光と力とが与え られ，未来に必要とさ

れるあらゆる事柄に助けとなるであろう。

主なるイエス ・キリス トの啓示された福音に私たちが目を

向ける時， ことに神殿に目を向ける時，末 日における特別な

目的を もって神の御業が再び打ち建てられたことの確信がよ

り強め られる。

神殿での奉仕はこの力ある業，まさに 「人に不死不滅と永

遠の生命を もたらす」（モーセの書１：２６）業にふさわ しい力

を与え，私たちを助けて くれるものなのである。
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「わた しは，

は地に住 む者，すなわち，

族 に宣べ伝 えるため に，永還 の福音をたず さえて きて… …
…」 （ヨハネ黙示録 １４：６）

啓
　

小

ド イ ル ：Ｌ． グ リ ー ン

イ ム プ ル ー ヴ メ ン ト ・エ ラ 主 筆

覧

神 と こ の地 上 に住 む 神 の 代 表者 との 間 に交 わ りや 連 絡 の あ
ー

る こ とが ， 常 に真 の 神 の教 会 に伴 う し る し とされ て き た。

主 は ， エ デ ンの 園 で ア ダ ム と共 に歩 み彼 に語 って 以 来 ， 旧

約 の時 代 か らず っ と予 言 者 た ちを通 して 民 の なす べ き こ とを

教 え て こ られ た。 エ ノ ク， ノア， ア ブ ラハ ム， ヤ コ ブ， モー

セ ， ダ ビデ， イ ザ ヤ， ダ ニ エル ， そ して マ ラキ も， 旧 約 の 予

言 者 た ちは皆 ， 主 の導 き を受 け た。

予 言 者 ア モ ス は大 い な る真 理 を 述 べ て い る。

「ま こと に主 な る神 は その しもべ で あ る予 言者 に そ の 隠 れ

１１３



た事 を 示 さ ない で は ，何 事 もな され な い 。」 （ア モ ス３：７）

ソ ロ モ ン もそ の こ とを 明 らか に して言 っ た。

「予 言 が な け れ ば民 は わ が まま にふ る ま う
， （英 語 で は

ｐｅｒｉｓｈ （死 ぬ ， 崩 れ る）訳 者註 ）」 （箴 言 ２９：１８）

主 イ エ ス ・キ リス トで さえ常 に父 な る神 を求 め導 きを 受 け

て お られ た。 バ プ テ ス マ を受 け られ た時 と変 貌 の山 にお い て

神 は天 よ り語 られ独 り子 を証 詞 して ， 「これ は わ た しの 愛 す

る子 ， わ た しの 心 に か な う者 で あ る」 （マ タイ３＝１７， １７：５）
　

コむ ロ

と言われた。

イエスの死後新約聖書が匿に出ていない間に も主は御意を

人々にひき続き啓示された。主は新 しく使徒に加わる人を選

ぶにあたって，他の１１人の使徒を導きた もうた。またダマス

ゑ

コの近 くで， サ ウ ロに語 られ ， 人 々 を慰 め啓 示 を 伝 え る者 と

して ，約 束 の聖 き 「み たま 」 を授 け られ た 。 そ して バ トモ ス

島 の ヨハ ネに 多 くの真 理 を示 され た。

し る しは 明 らか で あ る。 真 の福 音 が 地 上 に 在 った神 権 時代

に は い つ で も， 神 が そ の予 言 者 た ちを 通 して 御 業 を示 し導 き

を与 え られ て い る。

モ ル モ ン経 の予 言 者 モ ロナ イ は言 った 。

「神 か ら授 か る啓 示 を否 定 し， 啓 示 は もは や廃 止 さ れ て 今

は啓 示 も予 言 も… … な い と言 う人 々 よ。 よ く言 っ て お く。 こ

れ らの こと を否 定 す る人 々 は， キ リス トの福 音 を知 らず ， 聖

文 を読 ん だ こと もない …… 。 神 は 昨 日 も今 日 も， いつ ま で も

同 じに ま しま して 変 る こ と な く， ま た変 ろ う とす る様 子 も見

誠ゆ吼 ・
，

　 け じ
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え な い こ と は聖 文 に言 って あ るで は な い か 。」 （モル モ ン書

９：７－ ９）

予 言 者 ニ ー プ アイ も記 して い る。

「「われ はす で に神 の言 葉 を 受 け
， もう これ で充 分 で あ る

か らこの上 神 の言 葉 は必 要 で な い』 と言 う者 は禍 で あ る。 ご

らん ，主 な る神 は仰 せ に な る ｒわれ は言 葉 に言 葉 を 加 え， 誠

命 に誠 命 を 加 え て， これ を 世 の人 に伝 え ， こ こに も少 し く教

え ， か し こに も少 し く教 え ん。 故 にわ が 誠 命 を守 りわ が勧 め

に耳 を傾 く・る者 は知 恵 を得 る に よ りて 幸 福 な り。 わ れ は受 け

る者 に一 そ う多 く与 うれ ど も， われ ら充 分 な り と言 う者 よ り

は そ の持 て る もの さえ も取 り上 ぐべ し』 と。」 （皿ニ ー フ ァイ

２８：２９， ３０）

イ エ ス は御 自分 の教 会 を啓 示 とい う岩 の上 に建 て る とペ テ

ロに 言 わ れ た。 （マ タ イ１６＝１７）

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 は啓 示 に よ って 建 て ら れ

た。 熱 心 な祈 りに答 え て， 神 は ご 自身 と御 子 とを 少 年 ジ ョセ

フ ・ス ミス に現 わ され た の で あ る。 この 奇 し き出来 事 の 後，

ジ ョセ マ ・ス ミス は霊 感 のみ で な く天 の 御 使 い の訪 れ も受 け

て， 絶 えず 教 え と指 示 を与 え られ た 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通

して， 輝 か しい福 音 の 真 理 が 完 全 に ， あ りの ま ま に 回復 され

た の で あ る。

で は完 全 な福 音 が ジ ョセ ブ ・ス ミス に 回復 され た後 に も啓

示 は必 要 で あ ろ うか 。

荒 れ す さん で 混乱 した 今 の 時代 ほ どに神 か らの導 き と助 け

、 蝋㌦
㌦ 椥は

らへめへ

， 、 ＼

灘

〆ゴ；

な

ゲｒ

翻

誕 幽

　

響醗羅欝

灘 一 驚麗鐸

主はダ マスコの近 くでサ ウロに言われた。

ダ マス コの近 くにきたとき，

突然，天か ら光がさ して，彼をめ ぐり照 した。

∵ …その時 「サ ウロ，サ ウｑ，なぜ私を迫害する

のか」と呼びかける声を聞いた。

覧
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を必要とする時代はおそ．らくないであろう。世界情勢は緊迫

し，家族のきずなは弱まり，人間が崩壊に近づいていくこと

が日毎に明 らかにされてゆく。今の世の人々にとって最 も重

太なメッセージは神が再び人 に語 られたというζとに他なら

ない。

歴史にあらわれたどの時代にも増 して危機にひんしている

この時代に義と愛の神は，その子供たちを見捨てたもうであ

ろうか。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は世のすべての人 々に，啓

示はやまず天は閉 じられていないこと，主が今の世にご自身

をあらわされ真の教会を地上に回復されたこと，．そして主が

まさに生 きている予言者によって道を示 してお られることを

証詞するものである。

これらを証明することがらを簡単にあげてみよう。

予言者ジョセフ ・ス ミスを敵視 した人々は彼が死ねば教会

も滅びると思い，そのためにジョセフ ・ス ミスは憎 しみに燃

えた暴徒たちによって殺された。教会員たちは家を追われて

しまっ滝。多 くの者が，教会員は荒野で死ぬだろうと思った

が，ジョセブ ・ス ミスに続 く主の備えられた予言者ブリガム

・ヤングの霊感された導 きにより，人々は幌馬車や手押車で

２，０８０ｋｍにも及ぶ未知の荒野や大草原を越えて， ロッキー山

脈の谷間に安住の：地を見い出したのである。

聖徒たちは誰 も行きたくないと思 うような荒野へ向った。

ブリガム ・ヤングはグレー トソル ト・レークの谷を示現に見

たと言い，ゴール ドラッシュにわくカリフォルニヤへ行 こう

と願 う人々をも断固として しりぞけ，その地へ と向って旅を

し続けた。

ロッキーの谷に着いて，その土地が耕作 には固く種をまく

には乾燥 しすぎているのを知っな時開拓者たちは山から流れ

る水をひきアメリカの近代灌概方式をはじめておこなった。

彼 らの最初の実 りをイナゴの大群がおそった時，カモメが

きてイナゴを皆殺 しにしてしまった。古代イスラエル時代の

奇跡にも比べられる出来事である。荒れたソル ト・レークの

谷で，開拓者たちはインデ ィアンの襲撃や飢え干ばつや病い

などあらゆる困難におびやかされながらも，それ らに打ち勝

つことができた。神の導 きをうけた指導者のもとに，荒れ果
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神殿で天使が ザカ リアにあらわ れる

、

て た荒 野 に豊 か な王 国 を 築 い た の で あ る。 ブ リガ ム ・ヤ ング

は， 「私 が 人 々を こ こへ 導 い た と思 っ て も らい た くな い。 全

能 の神 の備 え た もうた こ とな の だ 。」 （「講 話 集」４巻 ４１ペ ー

ジ） と言 っ た。

農 業 か ら工 業 へ と時 代 が 変 わ り， 多 くの失 業 者 が あふ れ た

時 代 に， 教 会 の 指導 者 た ちは霊 感 を受 け て助 け を必 要 とす る

教 会 員 を手 伝 い ， 世 の悪 か ら守 るた め に， 大 規 模 な福 祉 計 画

を打 ち立 て た。 ま た主 か ら教 育 の必 要 な こ とを知 らされ て学

校 や 大 学 ， 後 に は宗 教 に 関 して セ ミナ リー や イ ンス テ ィチ ュ

ー トを 建 設 した
。 ユ タ州 は教 育予 算 が 全米 ３２番 目の額 で あ る

に もか か わ らず 教育 を 受 け る人 の 割 合 が一 番高 い。

今 日， タバ コ の害 は科 学 に よ って もは っ き り と証 明 され て

い るが ， 教 会 で は今 か ら １３０年以 上 も前 に， タ バ コ が人 の た

め に よ くな い と い う神 の 啓 示 を 受 け た の で あ る。

今 日私 た ち は共 産 主 義 に伴 う悪 を憂 え て い る。 教 会 が 回復

され た時 か ら， 指 導 者 た ちは なん で あ って も神 の与 え た も う

た 自 由 を奪 お うとす る もの に対 して立 ち， 自由 を固 く守 るよ

うに と教 え て い る。

近 年 レジ ャ ーが ふ え若 い人 々に とっ て誘 惑 が 多 くな って く

る につ れ て ， 教 会 の 指 導 者 た ちは霊 感 を うけ て， 若 人 の た め

に活 動 計 画 を もう けた が ， そ の計 画 を よ く知 っ て い るあ らゆ

る人 々 は驚 きの 目を み は って い る。

時 代 と共 に家 族 の 一致 と尊 厳 が弱 ま って くる につ れ て ， 指

導 者 は教 会 全 体 に毎 週 家 庭 の 夕 べ を行 う こ とを教 え た。 デ ビ

ッ ド ０． マ ッケ イ大 管 長 は この重 要 な こ と を強 調 して ， 次

の よ うに言 わ れ た。 「家 庭 に お け る失 敗 は他 の いか な る成 功

を もって もっ ぐなえ な い 。」 （・イムプ ル ー ヴメ ン ト ・エ ラ１９６４

年 ６月 号 ６７巻４４５頁 ）

世 の 多 くの人 々 が末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の活 気 に

満 ちた 力 に 驚 きの 目を み は っ て い る。 最 近 あ る人 は それ を ，

「キ リス トの教 え を変 え な い で
， それ を現 代 の情 況 に あわ せ

る不思 議 な能 力 」 だ と語 った。

それ が 神 よ りの啓 示 な の で あ る。 教 会 を導 いて ゆ くた め に

教 会 の予 言 者 に示 され る啓 示 ，個 々 の生 活 を導 くた め， 教 会

員 一 人 一・人 に与 え られ る啓 示 ， この啓 示 こそ神 の真 の教 会 の

し る しで あ る。
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シ ック博士 による 「モーセの幕屋」の復元図

古 くは， ノアの洪水以前の族長時代においてさえ，神殿が

建てられ使用されていたにちがいないということを知ろうと

して，入は聖典だけを，特 に近代の聖典を注意深 く調べてい

る。教義 と聖約 １２４章３９節で主は聖い主の神殿について言わ

れた。

「 わが聖き名のために建てよとわが民の常に命ぜ ら

るる 」

古代族長時代に も，今の時代 と同様に生者に神聖なエンダ

ウメントを与える必要がなかったとどうして言えよう。主が

古代において人々の昇栄のために要求されたことが，現代に

おいて も本質的に同じことは確かである。

神と共に歩みそのふところにとりあげられたエノクとその

民 （モーセ７＝６９）を思 う時，彼 らが，通常聖い神殿のみで

与え られたエンダウメントを受けずに主に受けいれられるよ

うなことは考えられない。信仰のゆえに神に うけいれ られた

アブラハムへの祝福については教義と聖約 １３２章２９～３７節で

多くのことが言われている。主は彼が 「最高の栄に進むを得

てその王座に坐せ り」と言われた。 （２９節）アブラハム，イ

シ ック博士による 「モーセの幕屋 」の内部復元 図

、

サ ク， ヤ コプ は， 現 世 に あ って 信 伽 深 い人 々 に与 え られ る聖

な る エ ンダ ウ メ ン トの す べ て を 含 む福 音 の祝 福 を そ の人 々 に

結 び固 め て い た に ちが い な い。

そ の人 々が エ ン ダ ウ メ ン トを 受 け た神 殿 は ど こ に あ った か

乏 た ず ね る人 が あ るだ ろ う。 聖 典 は古 代 族 長 時代 の神 殿 につ

い て 直接 には ほ とん ど述 べ て い な いが ， それ だか らと言 って

神殿 が な か った とい う こ とで は な い。 実 際 ア ブ ラハ ム の時 代

に教 会 は存 在 して お り， か の偉 大 な メル ケ ゼ デ グが そ の頭 と

な った よ うで あ る。 信 仰 の父 ア ブ ラハ ム の什 分 の 一 は メ～レケ

ゼ デ ク に納 め られ た の で あ る。 （創 世記 １４：２０） ア ブ ラハ ム

は神 権 を メル ケ ぜ デ クか ら受 け た ので あ る。 （教 義 と聖 約 ８４

：１４） ア ブ ラハ ムの 時 代 に も什 分 の 一 を 納 め て い た とい う事

実 か ら， 我 々 は， そ の収 入 の一 部 が 礼 拝 の家 を 建 て た り最 初

・に述 べ た よ うにわ が 聖 き名 のた めに 建 て よ とわ が民 の 常 に命

ぜ らる る」 神 殿 を 建 設 した り，維 持 した りす るた め に 使 わ れ

た と い う こと を信 じる こ とが で き る。

注 意 深 い読 者 は ア ブ ラハ ムの書 の 写 しの 第 二 に あ らわ さ れ

て い る形 の説 明 か ら， ア ブ ラハ ムが 神 聖 な エ ンダ ウメ ン トの

儀 式 や それ らの行 わ れ る神 殿 とか そ れ に 似 た もの を よ く知 っ

て い た こ と に気 づ くに違 い な い。 さ らに ヨ シ ュア に導 か れ た

イ ス ラエル 人 が 現 れ る前 に エ ル サ レ ムで広 く福 音 が説 か れ て

いた とい う事 実 は ， 昔 神 聖 な 土地 に完 全 な教 会 が組 織 されて

い た こ との 可 能 性 を我 〃に感 じ させ るに ち が い な い。 （１ニ

ー フ ア イ１７：３５） そ の よ うな 教 会 が 神殿 の霊 的 な恩 恵 を受 け

て い た こ とは 明 らか で あ る。

モ ー セ が エ ジ プ トか らイ ス ラエ ル を導 き 出 した時 初 めて し

た こ との一 つ は人 々 に大 神 権 を受 け させ 「神 の 能 力 顕 る る」

（教 義 と聖 約８４：１９～２０） 儀 式 を受 け させ よ うと した こ とで

あ っ た。

「而 して
， こ の神 権 を 以 て す る礼 式 と神権 の権 能 な く．して は

肉身 を持 て る人 間 に神 の能 力 顕 る る こ とな し。」

「そ は これ な くして は
，何 人 も神 の御 顔 ， す な わ ち御 父 の御

顔 を見 て 生 き得 る者 な け れ ば な り。」

「さて モ ー セは
，荒 野 に お い て イ ス ラエル の子 た ち に こ の事

を 明 らか に 教 え ， そ の民 神 の面 を見 る こと を得 ん た めに 孜 々

と して 彼 らを聖 くせ ん こ とを 努 め た り。」 （教 義 と聖 約 ８４：２１

～ ２３）・

モー セの持 って い た計 画 は聖 な る エ ンダ ウ メ ン トを 必 要 と

した。 モー セ は荒 野 に神 殿 を立 て る こ とが で きな か った が，

儀 式 を施 こす こ との で き る幕 屋 を作 り， 主 が そ れ を 嘉 納 した

１１９



も うた 。

「ま た
， わ れ 誠 に汝 らに告 ぐ， わ が名 に 由 りて 建 つ べ き宮 居

に於 て これ を行 うに あ らず ば， 汝 らの聖 な る洗 い如 何 で わ れ

に受 け入 れ られ ん や 。」

「この 故 を 以 て
， わ れ モー セ に荒 野 に在 りて共 に運 び歩 くよ

う幕屋 を 造 り， ま た 創世 の前 よ り隠 され た り し これ らの儀 式

を 顕 さん た め約 束 の 地 に於 て一 つ の宮 居 を建 つ べ し， と命 じ

た り。」 （教 義 と聖 約 １２４：３７～ ３８）

ソ ロ モ ンの 神殿 に 至 るま で荒 野 や パ レス チ ナ に お いて 幕 屋

の 中 で メル ケゼ デ ク神権 に よ る儀 式 が ど の程 度 迄 行 わ れ て い

たか は わ か らな い が ， そ れ らの儀 式 が 行 われ て い た こ と は次

の 聖 句 に よ って 明 らか で あ る。

「ダ ビデ の 妻 と側女 た ちは
， わ が僕 ナ タ ン と この権 能 の鍵 を

有 ち し他 の 予 言 者 た ちの 手 に よ り… …」 （教 義 と聖 約 １３２：

３９）

ナ タ ンと他 の 予言 者 た ちが妻 や側 女 た ち を， 他 な らぬ 幕 屋

の 神 聖 な場 所 で ， ダ ビデ に結 び 固 め た と信 じ るの は もっ と も

な ことで あ る。

士 師 記 の １７章 か ら２１章 ま で の歴 史 を 見 る とわか る よ うに，

士 師 の 時代 に は メル ケ ゼ デ ク神 権 に 関 わ る儀 式 が幕 屋 に お い

て行 わ れ な か った長 い 時代 が あ っ た。 そ の時 代 に は 「人 々 は

お の お の 自分 た ちの 目に正 しい と思 う こと を行 っ た 。」ので あ

る。 （士 師 記 １７：６， ２１：２５）。 ア ロ ン神 権 に関 わ る儀 式 が こ

の 時代 に も， メル ケ ゼ デ ク神 権 よ り長 く続 いた か ど うか につ

い て， 我 々 は ほ と ん ど知 らされ て い ない 。

出 エ ジ プ ト記 の２５章 か ら４０章 に か け て 幕 屋 の建 設 や そ れ に

関 して 多 くの制 限 が 与’え られ た とい う こ とが書 か れ て い る。

ま ず 最 初 に 主 は人 々 に言 わ れ た 。

「ま た ， 彼 らに わ た しの た め に聖 所 を造 らせ な さ い。 わ た し

が 彼 らの う ちに庄 む た め で あ る 。」 （出 エ ジ プ ト記 ２５１８） そ

れ に よ っ て そ の建 物 が普 通 に は 「主 の家 」 と して 知 られ る よ

うに な っ た。 （出 エ ジ プ ト記 ３４：２６， ヨシ ュ ア記 ６ ：２４） 幕

屋 は人 々 の持 って い る最 も秀 れ た 技 術 と荒 野 に あ って得 られ

る最 も美 しい もの を材 料 と して 建 て られ た。 羊 の毛 や皮 ， 荒

野 に立 つ ア カ シ ア の木 ，紅 海 か ら運 ば れ た じゅ ごんや い るか

や 似 た よ うな動 物 の 皮 な どが あ った。 テ ン トの よ うな形 を し

た移 動 で き る聖 所 へ入 ろ う と， 人 々 は 自分 た ち の装 身 具 や 金

銀 ， 青銅 リン ネル な どを惜 し気 もな く豊 富 にた ず さえ て き

た。

正 しい幕 屋 は長 方 形 で長 さ３０キ ュ ビ ト幅 １０キ ュ ビ トで入 ロ

ユ２０

は東 の は し に設 け られ て い旋 。 そ の 高 さ は１０キ ュビ トあ っ た

現 在 の単 位 に直 す と縦 横 高 さが そ れ ぞれ ， １３．７， ４．６，４．６メ

ー トル で あ る
。 建 物 の 内部 は大 き く二 つ に別 れて い た。 一 つ

は至 聖 所 と して知 られ て い る ４．６メ ー トル 四方 の場 所 で あ り

それ は真 西 に位 置 して い た 。 もう一 つ は東 に位 置 して， 聖 所

と呼 ば れ そ こに は 入 口 が つ け られ た。

幕 屋 は幅 約 ３０メー トル ， 長 さ約４６メ ー トル の外 庭 の西 の は

ず れ に お かれ た。

白い リン ネル の カ ー テ ンを 外 庭 に た ら して 鉤 や 桁 は銀 で青

銅 の座 を持 った ６０の柱 で とめ られ た 。幕 屋 の 正面 に あ た る外

庭 の東 側 半 分 に は足 や 手 を洗 うため の洗 盤 が お か れ， 火 祭 の

た め の祭 壇 が ア カ シ ア材 で 作 られ ， 青銅 で張 られ た。 祭 壇 は

イ ス ラ エル 人 が 旅 して い る問 移 動 が 簡単 な よ うにへ こん だ穴

で ， そ れ を す え て 土 を満 た し， そ の 中 で い け に え を焼 い た。

（シ ッ ク博 士 に よ る復 元 され た 幕屋 と庭 の 図 を参 照 の事 ）

ヘ ロ デ の 神 殿 （シック博士復元）

以 上 に述 べ た よ うに幕 屋 の中 で 行 わ れ るた め に ， エ ン ダ ウ

メ ン トの儀 式 が ど の よ う に変 え られ た か を我 々は推 測 す る し

か な いが ， 主 は契 約 の 箱 を お さめ た至 聖 所 の 中 で， そ の民 の

指 導 者 と会 う とい う約 束 を され た。 主 は モ ー セ に言 わ れ た 。

「そ の と こ ろで わ た しは あ な た に会 い
， 贈 罪 所 の上 か ら， あ

か しの箱 の上 に あ る二 つ の ケル ビム の間 か ら， イ ス ラエ ル の

人 々 の た め に， わ た しが 命 じよ うとす る もろ もろ の事 を， あ

な た に語 るで あ ろ う。」 （出 エ ジ プ ト記 ２５：２２）

我 々 は幕 屋 の献 納 が ， イ ス ラエ ル が エ ジ プ トか ら脱 出 を始

め た二 年 後 の最 初 の 日 に行 わ れ た こ とを知 っ て い る。 （同 上

４０：１７）

荒 野 を旅 して い た 間， 昼 は雲 が聖 な る幕 屋 をお おい 夜 は 火

の柱 が あ った。 彼 らが 荒 野 を移 動 す る時 はい つ で もレ ビ人 が

幕 屋 を た た ん で， 新 しい場 所 にま た 組 み 立 て た の で あ っ た。



（同上 ４０：３４～ ３８）

イ ス ラエル 人 が カナ ンに定 着 した 時 ， ヨ シ ュ アは幕 屋 を シ

ロに置 い て， そ の状 態 は士 師 時 代 を 通 じて 続 い た。 （ヨシ ュ

ア記 １８：１） サ ウル の 治 あ た 時代 に幕 屋 は ノブ に あ っ た。 （サ

ムエ ル上 ２１：１， マル コ ２：２６） ダ ビデ の 統 治 時代 ほ とん ど

と ソ ロモ ンの神 殿 を建 て た時 代 ま で は幕屋 が ギ ベ オ ンの高 き

所 に あ っ た。 （歴 代 志 上 １６：３９， ２１：２９） そ して つ い に ソ ロ

モ ンは そ れ を神 殿 の中 にす え た。 （列王 記 上 ８：４， 歴代 志下

５ ：５） そ の神 殿 は同 じ形 に建 て られ た が 全体 が 少 く と も二

倍 の大 き さは あ っ た。

ソ ロモ ンの神 殿 と して 知 られ て い る永 遠 な る主 の 家 の材 料

は ほ とん どダ ビデ に よ って 準 備 され た。 （サ ムエル 下 ７：１，

歴代 志上 ２８：１１，２９：９） ダ ビデ は 神 殿 とそ の 付属 物 の た め

に 合計 で金 １０８，０００ タ ラ ン ト１０，０００ ダ リク と銀 １，０１７，０００

タ ラ ン トを集 め た。 これ らの金 属 そ の他 を ゾ Ｆ モ ンが配 置 し

テナゴカの神殿模型 （アズテ ック時代）

て ，最 も豪華 な神 殿 が主 に捧 げ られ た ので あ る。 ソ ロ モ ンの

神殿 は ７年半 か か っ て完 成 した。

ソ ロモ ンの神 殿 や それ 以 後 に続 い て 建 て られ た イ ス ラエ ル

の 神殿 の 中 で行 わ れ た儀 式 につ いて ， 我 々が 述 べ る必 要 は ほ

とん どな い。 それ らの儀 式 は幕 屋 で 行 わ れ た の と全 く同 じで

あ った に違 い な い。

現 在 あ る人 々 が１２頭 の牛 に支 え られ た 「鋳 てつ く られ た海 」

ま た は盤 が ソ ロモ ンの神 殿 の地 下 に あ って ， 死 者 の た め の バ

プ テ スマ を象 徴 して い た と誤 解 して い る こ と につ い て 一言 い

わ な け れ ば な らな い。 歴 代 志 下 で そ の こ とに つ い て も言 わ れ

て い る。

「… …海 は祭 司 が そ の 中で 身 を洗 うたあ で あ った。 … … …彼

（ソ ロモ ン） は海 を宮 の東 南 のす み にす え た 。」 （歴 代 志 下 ４

：６， １０ 列 王 記 土 ７ ：３９参 照 ）

ア ハ ズ の時 代 （Ｂ Ｃ７３６～７２１） に王 は 「海 」 を青 銅 の牛 の

背 か らお ろ して 石 の座 の上 にす え た。 （列 王記 下 １６：１７） Ｂ

Ｃ ５９０ （モル モ ン経 年 表 ） に ネ ブ カデ ネザ ル が エ ル サ レ ムを

と り こに した時 ， 彼 は そ の盤 を粉 々 に砕 い た。 （列 王 記 下 ２５

：１３， エ レ ミヤ２７：１９～２２）

数 々 の 「海 」 が バ ビ ロ ニ ア神殿 につ く られ た とい う こ とを

学 者 た ちが 断 言 して い る の は我 々 に と って 興 味 深 い こ とで あ

る。 〔国 際評 論 “Ｋｉｎｇｓ” （王 ） モ ン トゴ メ リー１７３頁 〕

バ ビ ロニ ア捕 囚 に 引 き続 い て ペル シ ャ王 ク ロ スは Ｂ Ｃ ５００

年 に ネ ブ カデ ネ ザル に よ って 破 壊 され た神 殿 の 代 り に高 さ と

幅 が６０キ ュビ ト （２７．５メ ー トル ） の神 殿 を つ くる よ うユ ダヤ

人 に命 じた。 （エズ ラ ６ ：３， 「古 代 の遺 物 」 ジ ョセ ブ ア ス

ＸＩ．４， ６， ＸＶ １１， １） 神 殿 建 設 は お そ ら く彼 らが と らわ れ

の 身 を脱 して か ら二 年 ほ ど後 に始 ま った （Ｂ Ｃ５３７？） が ． ユ

ダヤ人 は サ マ リア人 の攻 撃 を何 度 も受 け， い ろい ろ な困 難 に

あ っ て 建築 を続 け られ な くな っ た。 ダ リウ ス王 の治 世 二 年 め

（Ｂ Ｃ５２０） に主 は ユ ダ ヤ人 に聖 な る神 殿 の建 設 をや め る よ う

に と言 わ れ た。 ハ ガ イ の予 言 は全 て この こと に関 す る もので

あ る。 大体 に お い て ソ ロモ ン神 殿 の計 画 に準 じて 行 わ れ たが

民 の 窮 乏 の た め に前 の よ うに大 規 模 で は な か っ た。 以 前 の神

殿 で 使 わ れ て い た器 の 多 くは ま た 回復 され た。 （エズ ラ １ ：

７～ １１） ネブ カデ ネザ ル の軍 が パ レス チ ナへ 攻 め入 った 時 に

契 約 の 箱 が な くな っ て い た の で至 聖 所 に は何 もなか った 。

ゼ ル バ ベ ル の名 に ち な ん で ゼル バベ ル 神 殿 と呼 ば れ ， ま た

時 に は 第 二 神殿 と呼 ば れ た 神 殿 は ダ リウ ス王 の ７年 目 Ｂ Ｃ

５１５ に完 成 した。 （エ ズ ラ ３：８， ６：１５）

第 二 神殿 の献 堂 か らそ う年 数 が た た な い うち にユ ダ ヤ人 は

世 俗 の 欲 に ふ け り， 神 殿 内 の聖 い儀 式 を執 行 す る の にふ さわ

し くな くな っ た。 マ ラキ書 （１：２， ２：１７， ３：５～ １８） は，堕

落 した民 に対 す る偉 大 な予 言 者 の抗 議 で あ る。 我 々 は神 殿 が

献 堂 され て か らそ の 中 で執 行 され て い た儀 式 が いつ ま で 主 の

認 め て お られ た もの で あ っ た か は わか らな いが ， そ う長 い間

で は な か っ た に違 い な い。 イ ス ラエル か ら予 言 者 が い な くな

って か ら ４００年 間 ほ ど の 時代 の神 殿 の管 理 につ い て くわ しい

こ とを知 るの は興 味 が あ る。

ユ ダ ヤ人 の あ る者 は ナ イル 川 の ほ と りの後 にエ レ フ ア ン タ

イ ン と呼 ば れ た イ エ ブ 島 に神 殿 を立 て た。 こ の ユ ダ ヤ人 た ち

は も と も と傭 わ れ た人 々 で ア ラム語 を話 した り書 い た り し

た。 彼 らが 自 らを治 めて ， 自分 た ちの しき た りを持 って い た

こ とを示 す パ ピル ス の文 書 が そ の島 で 発 見 され た。
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散乱 した他のユダヤ人の習慣や律法とは明らかに異 って，

彼らはヤフをまつる神殿を持っていた。その神殿で彼らは食

物や香やいけにえを捧げた。パピルス文書によって彼らが種

入れぬパンや過 ぎ越 しの祭 りも行っていたことがわかる。ペ

ルシアの王 カンビセスがＢＣ５２５年にエジプ トを征服した時

彼はエジプ トめ神殿を破壊 したがヤフの神殿は残した。だい

ぶ下ってＢＣ４１１年ペルシャの総督がエジプ トを離れていた

時，羊頭のチナム神に仕える祭司にそそのかされて怒 ったエ
　

トし ロ

ジプ ト人はユダヤの神殿を破壊 した。ユダヤ人はただちにユ

ダヤの総督バゴアスや大祭司 ヨハナンや侮のユダヤ人に救援
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た時に，イエブで神殿を建てていた入々の霊的状態がどのよ

うであったかよく理解できるに違いない。エレファンタィン

においてアナスはアナスヤフとい う名のもとにヤフ神の花嫁

として君臨 していた。イエブに手紙を書いたユダヤに住むユ

ダヤ人の霊的状態 もこれ らの事実か ら想像するに難 くはない。

ゼルバベル神殿はついにヘ ロデ神殿にとってかわった。聖

所についてのかなり完全な記述はユダヤ歴史家ジョセファス

や ミシュナによって書かれている。古い神殿は新 しい神殿の

建築材料が多．ぐ集められるまで取 りこわされなかった。

新 しい神殿建設の事業はヘ ロデの統治１８年目，ＢＣ２０～１９
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ソ ロ モ ン の 神 殿

を頼 ん だ こ とが パ ピル ス文 書 に示 され て い る。 そ の返 事 は来 年 に始 ま っ た。 ヘ ロデ神 殿 と合 体 した大 き な 庭 や建 物 はＡ Ｄ

な か っ た。 Ｂ Ｃ ４０８年 に植 民 地 の ユ ダ ヤ人 は再 び ユ ダヤ に住 ６３～ ６４年 の行 政 長 官 アル ビ ナス の 時 に完 成 され た。 神 殿 の部

む人 々 に贈 り物 を し手 紙 を送 って 懇 願 した 。 そ の 時 に は神 殿 分 は前 の二 倍 に広 げ られ ， 神 殿 そ の もの は 白 い大 き な プ ロ ッ

を復 興 し食 物 を供 え た り香 を た くこ とが認 め られ た。 最 近 に クで建 て られ ， 内 部 は ソ ロ モ ン神殿 と同 じ長 さ と幅 だ が高 さ

い た るま で 神 殿 が実 際 に再 建 され た こ とは 疑 わ しい とさ れて は ソ ロモ ン神 殿 が ３０キ ュ ビ ト （１３．７メ ー トル） だ っ た の に ひ

い た。 今 日，エ ミル Ｇ．ク レ リン に よ る 「ブル ッ ク リ ン ・ア きか え， 上 部 の部 屋 を 数 え な い で４０キ ュビ ト（１８．３メー トル）

ラム古 文 書 」 で はそ れ が 実 際 に 建 て られ た と言 われ て い る。」 だ っ た。 ヘ ロデ 神 殿 は 初期 の 神殿 と同様 ， 至 聖 所 と聖 所 にわ

（「聖 書 考 古 学 」 １５巻 ３章 ６６頁） か れ て いた が 装 飾 は ず っ と華 や か だ っ た。 至 聖 所 は空 っ ぽで

彼 らが ヤ フを 拝 ん で い た だ け で な く， ア シ ム ベ テル ， ア ナ 聖 所 と は幕 で 区 切 られ て い た。 この神 殿 につ いて の くわ しい

スベ テル ， シ ェ レ ムな ど カ ナ ンの神 々 を も拝 ん で い た と知 っ 説 明 は ジ ョ セ フ ァス の文 献 に よ く記 され て い る。
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モル モ ン経 は ヘ ブ ライ民 族 の他 の枝 で あ る ニ ー フ ァ イ人 が

神 殿 を 使 うこ とを 知 って い て， ア メ リカ大 陸 に お いて 多 くの

神 殿 を 建 て た こ とを教 え て い る。 最 初 の神 殿 が ニ ー フ ァ イ と

そ の民 が 義 し くな い 兄 弟 た ち と別 れ た後 ， ニ ー フ ァ イ に よ っ

て 建 て られ た こ とは 明 らか で あ る。 そ の神 殿 は真 ち ゅ う板 に

刻 ま れ て い る ソ ロ モ ンの 神殿 に似 せ て作 られ た。

ニ ー フ ァ イは こ う述 べ て い る。

「私 ニ ー フ ァイ はま た ソ ロモ ンの神 殿 に な らって 一 つ の神 殿

を 建 て たが ，・そ の ちが って い る所 は さ ほ ど 多 く貴 重 な品 を 使

って 建 て なか った だ けで あ る。 そ れ は か よ うに貴 重 な品 が 当

時 この地 に なか った か ら， そ れ で ソ ロモ ンの神 殿 と ち がわ な

い様 に建 て る こ とが で きな か った の で あ る。 しか し， そ の建

築 の様 式 は ソ ロモ ンの神 殿 と同 じで あ って， そ の製 作 の技 禰

は非 常 に見 事 で あ っ た 。」 （皿ニ ー フ ァ イ ５：１６） １－

主 か らの啓 示 な しに ニ ー フ ァイが 神 殿 を 建 二ζた は ず は な

ソ ロ モ ン 神 殿 の 「鋳てつ くられた海」

い。 ま た神 殿 に伴 な う儀 式 はみ な 啓示 され た に違 い な い。 ニ

ー フ ァイ人 は モ ー セ の律 法 を 守 って い た が， ア ロ ン神 権 の制

限 に従 って生 き るた め の儀 式 だ けが 聖 な る神殿 の 中 で行 われ

た とは思 わ れ な い。 ニ ー フ ァイ と彼 に従 う人 々 は福 音 の律 法

に 忠 実 で あ った か ら メル ケ ゼ デ ク神 権 に よ る生 者 の た あ の儀

式 す べ て が 行 わ れ た こ とは もっ と もで あ る。 ニ ー フ ァイ は別

の ニ ー フ ァ イが ヒ ラマ ン書 で述 べ て い る よ うに， 神 権 の結 び

固 あ の能 力 を 持 って い た。 （皿ニ ー フ ァイ３３：１５， ヒラ マ ン

１０：７） これ らの予 言 者 が い る間 完 全 な エ ン ダ ウ メ ン トが 正

し く行 なわ れ て い た か ， も し くは ア ロ ン神 権 内 の制 限 され た

エ ンダ ウ メ ン トが 執 行 され て い た か も しれ な い。

お そ ら くニ ー フ ァ イの 兄 弟 で あ るヤ コブ は この神 殿 で 教 え

た で あ ろ うが， ベ ンジ ャ ミン王 は ゼ ラヘ ム ラの地 に あ っ た別

の 神殿 で教 え を説 い た。 （モ ー サ ヤ １：１， １８）

ゼ ニ フ の民 は そ の先 祖 の地 へ 再 び も ど って き た時 に古 い神

殿 を 修復 した か， あ るい は新 しい神 殿 を 建 て たに違 い な い。

（モ ー サ ヤ ７：１７） ゼ ニ フ の民 に関 して ， 神 殿 の 使 い 方 に つ．

い て の お も し ろい質 問 が 出 て く る。 彼 らは神 殿 内 の儀 式 を 執

り行 う権 能 を持 っ て い た の だ ろ うか 。 ま た は彼 らはた だ 神 殿

を集 会 の 場 と して 使 っ て い た の だ ろ うか 。 正 しい 権 能 を持 っ

て い た か ど うか とい う疑 問 は特 に悪 王 ノア の時 代 につ い て 起

って く る。

ニ ー フ ァイ 人 の 神殿 が い つ ど こに 建 て られ たか は教 え られ

て い ない が ， そ の 神殿 で お きた 出来 事 が ア ミュ レ クに よ っ て

書 か れ て い る。

「私 は ア ミュ レ ク と言 って ギ ドー ナ の子 で あ る
。・ギ ドー ナ は

ま た ア ミナ ダ イ の商 の イ シ メル の子 で あ る。 この ア ミナ ダ イ

は， 神 が そ の指 で 神殿 の 壁 に書 きた も うた文 字 を解 い た ア ミ

ナ ダ イで あ って ， エル サ レ ムの 地 が ら出．て ぎた リー ハ イ の子

で あ る ニ ー フ ァイ の商 で あ る。 …… 」 （アル マ１０：２～ ３）

復 活 し栄 光 を持 ち た も う主 が 三 日間 続 けて ニー フ ァ イの 民

に現 わ れ た 時， 「バ ウ ンテ フル の地 に あ る神 殿 の まわ りで は

・・∵ ・」 （皿ニ ー フ ァイ１１：１） と言 われ て い る。 我 々 の主 の 復

活 の 前 に は ， 死者 の た め の バ プ テ ス マが パ レス チ ナ の神 殿 で

も ア メ リカ大 陸 の 神殿 で も行 わ れ て い な か っ た。 しか し復 活

後 キ リス トは， そ の仕 事 を ニ ー フ ァイ の民 に完 全 に 説 か れ

た 。 そ れ は マ ラキ 書 の ３章 ， ４章 を 引用 さ れ た こと に よ らて

わ か る。 「…… 事 の 大 小 の 区 別 な くあ らゆ る事 を かれ らに説

き た も うた 。」 （皿ニ ー フ ァ イ３４， ２５， ２６：１） こ う して死 者

の た め の儀 式 に関 わ るエ ライ ジ ャの結 び 固 め の能 力 が ニ ー フ

ァイ の民 に知 らされ た。 この 働 きが 彼 らの義 な る時代 ， す な

わ ち 四代 め にい た るま で 神 殿 の 中 で 執行 され て い た と考 え ら

れ る。 エ ライ ジ ャ につ い て マ ラキ を 通 して語 られ た救 い主 の

御 言 葉 を モル モ ンが 説 くこ とは 許 され な か った。 我 々 の神 権

時 代 に お け るエ ライ ジ ャ の使 命 につ い て の 知 識 の鍵 は ジ ョセ

フ ・ス ミス に与 え られ ， 彼 が その 正 しい 働 きを人 々 に知 らせ

た の で あ る。． 、、

救 い主 の復 活 に引 き続 いて ， 死 者 の た め の 儀 式 が 地 中海 地

方 に建 て られ た聖 な る神 殿 で 行 わ れ た 。 コ リン ト人 へ の 第 一

の 手紙 １５章 ２９節 に パ ウ ロに よ って 記 され て い る死 者 の た め の

バ プ テス マ が そ れ を示 して い る。 と にか くコ リ ン ト人 は この

働 きに ふ さわ しい神 殿 に 出入 り して い た ので あ る。 そ れ は お

そ ら く小 さな神 殿 だ っ た だ ろ うが， は っ き り して い ない 。 紀

元 １世 紀 の 初期 に聖徒 た ちが 主 に対 して 同様 の建 物 を建 て た

こ と も真 実 で あ る。
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１一副 管長 ヒ ュ ー Ｂ． ブ ラ ウ ン

神 殿 の 「バ プ テ ス マ ・フ ォ ン ト」 は １２頭 の牛 の 彫 像

め 上 に 置 か れ て い る （ソル ト ・レー ク神 殿 ）

結 婚 は 本来 神聖 な もの で あ り， 神 聖 に行 うべ き 儀 式 で あ

る。 神 聖 （サ ク ラメ ン ト） とい う こ とば はい ろい ろな 意 味 で

用 い られ る が， それ は キ リス ト教 徒 の間 で は 正 しい 権 能 を持

つ者 に よ っ て執 行 され る宗 教 的 行 為 や 儀 式 を 意 味 して い る。

そ れ は 誓 約 ，聖 な る契 約 ， 霊 的 な象 徴 で あ り，人 間 ど う しの

あ るい は人 間 と神 と の 間 の契 約 の きず なで あ る。 そ の結 婚 が

主 に よ って定 め られ聖 め られ た こ と は次 の言 葉 に よ り明 らか

で あ る。

「ま た 主 な る神 は言 われ た
， 人 が ひ と りで い るの は 良 くな

い。 彼 の た め に， ふ さ わ しい助 け手 を造 ろ う 。」

「そ れ で人 １まそ の 父 と母 を離 れ て
， 妻 と結 び 合 い 一 体 とな

るの で あ る。」 （創 ２ ：１８， ２４）

イ エ スが ガ リ ラヤ を去 っ て ヨル ダ ンを越 え ユ ダ ヤの岸 辺 に

行 か れ た 時， 多 くの群 衆 が イ エ ス につ い て行 き， そ の 中 の パ

リサ イ人 が離婚 に つ い て たず ね た。

イ エ ス は答 え て言 われ た。 「あ な たが たは ま だ読 ん だ こ と

が な い の か。 「創 造 者 は初 めか ら人 を 男 と女 とに 造 られ』 そ

して 言 わ れ た。 そ れ ゆ え に， 人 は父 母 を 離 れ ， そ の妻 と結 ば

れ ，ふ た りの者 は一 体 と な るべ きで あ る」。 彼 らは もは や ，ふ

た りで は な く一体 で あ る。 だか ら， 神 が 合 わ せ ら れ た も の

を ，入 は離 して は な らな い 。」 （マ タ イ１９：４～ ６）

神 が 男 と女 とを 一 つ に あ わせ よ うと され た こ とは， 明 らか

で あ る。 神 が御 自 ら この結 婚 を執 行 され 結 婚 を聖 あ られ た。

結 婚 は 自然 で あ り健 全 で望 ま しい状 態 で あ り， この地 上 に お

け る神 の 目的 を成 就 す る た め に定 め られ た もの で あ る。

岬 Ａ仙 ｗ ／Ｗ 舳 冊 一～「・／■ｖ、… ～一 Ａ～．Ｗ Ｗ 川 凧

＊ ヒュー Ｂ． ブ ラ ウ ン著 Ｙｏｕ ａｎｄ Ｙｏｕｒ Ｍａｒｒｉａｇｅ （結 婚

と あな た ） の 序衣 よ り

それは国家の中心となる要素である。結婚は単に人の法律

や慣習により生み出された制度ではなく，また道徳律で認あ

られた単なる契約でもないのである。結婚は，霊の子供たち

が死すべきこの世の生をうけ，不死不滅と永遠の生命をもた

らされるという神の定めたもうた目的において，男性と女性

が神と協力して聖い責任をひきうけるという本来宗教的儀式

なのであり，また確かにそのようにすべきものなのである。

至高至純で最 も望ましい生命は結婚聖約をしないで得 られ

ると言う人々がある。そのような人々は，至高の栄光を求め

る人々に 「物質的，肉体的結びつきによって影響される」 こ

とをやめさせようとす るのであろう。 しか し聖典 にはそのよ

うな教義の根拠は何一つない。箴言の中に次のように書いて

ある。

「妻を得 る者は
，良き物を得 る，かつ主か ら恵みを与え ら

れる。」 （箴言１８：２２）

またパウロはテモテ人に書いている。

「しかし，御霊は明らかに告げて言 う。後の時になると，

ある人々は，惑わす霊 と悪霊の教えとに気をとられて，信仰

から離れ去 るであろう。」

「それは，良心に焼き印をおされている偽 り者の偽善のし

わざである。」

「これらの偽 り者どもは，結婚を禁 じたり，食物（肉）を断

つことを命 じたりする。 しかし食物（肉）は，信仰があ り真理

を認ある者が，感謝 して受けるようにと，神の造 られた惹の

である。」 （テモテ４ ：１～３）

また教義と聖約には次のように記されている。

「また，われ誠に汝 らに告 ぐ，何人 にても結婚を禁ずる者は

神より聖職の按手任命を受けた：る者にあ らず，それは結婚は

神の人に定めたるところなればなり。」（教義 と聖約４９：１５）

末 日聖徒は，現世と来世とにおいて最上の生命 と至上の幸

福を得るために，人は神殿において今 も永世にも結ばれなく

てはならないと信 じている。神殿結婚の結び固めの儀式なし

で，人は神のようになることはできない。また完きよろこび

を受けることもできない。なぜなら結婚をしない人は一人前

の人間ではな●く，完成されていないからである。 ・

末 日聖徒にとっては，教会の神殿で執 り行われる神殿結婚

がただ一・つの望ま しい結婚である。神殿は霊的かつ永遠の儀

式が行われる聖い場所を備えるために建てられ主に捧げられ

る。他の教会の聖職者や役人やその他法的に認められた人に

より行われる市民結婚 も認あるが，私たちは神殿においての

み今も永世にもわたる結婚ができると信 じ，それは，キリス

トが， 「……あなたが地上でつなぐことは，天でもつながれ

……」 （マタイ１６：１９）と云われた時に，ペテロに授けられ

たと同じ権能を持つ者によってのみ行われると信 じている。
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この権能は聖典の中で ド天の王国の鍵」と言われている。

日の光栄の結婚においては，その鍵が天の王国の扉を開 くの

であるｂ

人間は，道徳的，社会的，生物学的，霊的かつ基本的な欲

求を持っており，神の定められた永遠の結婚によってのみ，

これ らを完全にみたすことができるのである。

この世と永遠にわたって豊かに生きるため，人は愛 し愛さ

れなくてはならない。奉仕をし犠牲を捧げ責任を受けて，神

へ１から与えられた創造の力を十分に働かせなければならない。

「……わたしが来たのは，羊に命を得 させ，豊：かに得させる

ためである。」 （ヨハネ１０：１０）

しか し，夫と妻が恵みを受けることに結婚の最 も大きな価

値があるわけではない。 はじあに，結婚の目的は 「生あよ，

ふえよ，：地．に満ちよ，地を従わせよ……」 （創世記 １：２８）

と言 う主の命令により明 らかにされた。

正 しい結婚には男性にとってその自然の衝動が創造的１生

産的であると知る機会がある。その機会は結婚 し子供を持ち

育てることによってのみ完全に成就することができ，よろこ

びがもたらされるのである。両親は自分たちに生れた子供が

神の子供で もあることを心にとめな くてはならない。神が彼

らの霊の父であり，前世に在 った時，神は永遠の元素と霊が

分かつ能わざるように結合し，完 きよろこびを受けるように

計画なされたのである。それゆえ末日聖徒は，神が実際に結

婚における第 ３のパー トナーであることを信 じ，神聖な結婚

において子供たちに地上の生命を得させることが人に不死不

滅 と永遠の生命をもたらす神の御計画の一部であることを信

じている。

主イエスは，神 と隣 り人を愛することを二つの大きないま

しめとして示され，愛が最 も大切なものであると 教 え られ

た。事実神は愛であると教えられている。だか ら神が永遠で

あるように愛 も永遠であるに違いない。愛の結実と祝福は来

たるべき永遠を通して続 くように計画 されている。 しか しも

し愛に 「死があなたがたを分かつまで」 という制限があるな

ら，夫と妻，両親と子供たちを結びつける永遠の愛を享受す

るために，この最 も美わしいつながりを認め，聖別する儀式

は行われないのである。

永遠であるべき家族関係や夫婦関係にとって結 婚 契 約 は

「今 も永世にも」わたって権威あるものでなくてはならない

すべての人々は子孫に対する責任 とそれに加えて；聖約に

対する責任を悟らなければならない。主が， 「死者なくばわ

れ ら完 うせ らるるを得ず」と言われた時，キリス トは過去同

様未来にもつながるきずなにふれられたのである。まことに

私たちは祖先に対 してよりももっと身近に，この世において

託された子供たちに責任を持 っていると言えるであろう。

１２６
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死者が御言葉を受けいれようと拒 もうと私たちにその罪は

帰せ られることはないが，もし私たちが子孫に対する義務を

怠ったことによって；彼らが主から遠ざかるとすれば，罪は

私たちの頭にとどまるのである。聖なる王国において最高の

位をうける人々に与えられる祝福の中に，永遠にわたって子

孫を増やすことができるとい う祝福がある。それは，死の後

に．も人々が人に不死不滅と永遠の生命をもたらす働きを神 と

協同して続けてゆくことを意味している。

末 日聖徒のもつ永遠進歩の概念には永遠の成長や知識，能

力，英知，認識 その他神のようになるため必要なあらゆる

特性 と能力の永遠にわたる増進が含まれている。 しかし神の

ご計画において，人は結婿をせず不完全にとどまって い て，

は，完きに向って進歩 し続ける状態になることができないの

であり，すべての人，すなわち，自分の伴侶をさがしてそれ

と一体 となったすべての人は成長 し，徳を増 し加えるのであ

る。神の御意にかなう結婚の概念は，結婚に新 しい意味を与

え，重要性と神聖さと栄光とを加えるものである。 このよう

に考える人４は永遠の伴侶をより慎重に選択するは ず で あ

る。かならず二人の男女はこの永遠の契約を結ぶ前に，謙遜

に心をこめて祈 りつつ神の導きを求めなくてはならない。

二人が同 じ信仰を持っていることがぜひ必要であり，結婚

に先だって同じ目標を抱いて出発するところに，結婚の宗教

的神聖 さや神の承認の必要を認める気持と感謝が非常に大 き

くなるのである。資格ある者だけが入ることのできる聖い建

物で神聖な儀式を受けるためには準備をし価値ある者となる

必要がある。

ここにおいて，夫婦は教えをうけ，誓約をし，聖壇にぬか

ずいて神と御使いたちの御前で互いに永遠の愛と貞節を誓 う

のである。このような責任を伴 うという結婚の考え方と儀式

は，家庭を永続させ結婚を栄えあるものとし，人の身 も霊 も

救 うために大いなる力を与えるものである。このような結婚

は本質的に，その聖なるパー トナーである神の御前で厳粛に

行われる信仰の行いである。そこには，人生におこる困難，

辛苦，絶望，不幸などにもかかわらず，先を見通して最後ま

で耐え忍ぶための信仰と勇気があるに違いない。

人が永遠に連れあいとなりそれに伴 う責任を受けようとす

る時，結婚生活における失敗はほとんどあらゆる失敗につな

がるとい うことをさとらなければならない。他のどんな分野

で成功 していて ももしその人が永遠の契約にもとずいた家庭

での義務を遂行していないならば，おそろしろ報いが日の光

栄にとって代わ り，自分が契約 し，責任を負 うべき人々の支

持を失って しま うことになるであろう。

「…．…結婚は神の人に定めたるところなればなり。この故

に，人各々一人の妻を有つことは義 し。而 してこの二人の者

一体となるべ し。すべてこれは，この世の造 られたる目的に

適わんためなり。」 （教義と聖約４９：１５～１７）



新 し い 教 会 ’幹 部

４月 の第 １３８回 目 の教 会 の年 次総 大会 に集 っ た教 会 の会 員

た ち は新 し く教 会 幹 部 に召 され た ４人 の 兄弟 た ち を心 か ら支

持 し た。 使徒 の ア ル ヴ ィ ン・Ｒ ・ダ イ ヤ ー長老 は大 管長 会 副管

長 と して ， 糞 た七 十人 最 高 評 議 員 会 々員 のマ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン

ク ス長 老 は 十 二 使徒 評 議員 会 補 助 と して 支持 され た。 この他

に ヴ ア ー ジ ニ ヤ州 フ ェ アー フ ァ ッ クス の ハ ー トマ ン ・レク タ

ー ・Ｊｒ。長 老 と， マ サ チ ュー セ ッツ州 ナ テ ィ ック の ロー レ ン

・チ ャー ルズ ・ダ ン長 老 が 新 し く七 十人 最 高 評 議 員 会 々員 と

して 召 され た。

ア ル ヴ ィ ン Ｒ．ダ イ ヤ ー

（副 管 長）

アル ヴ ィ ン・Ｒ ・ダ イ ヤ ー は神 権 の責 任 と指 導 者 の働 き に献

身 され ， 新 らた に大 管 長 会 に 召 され た。 彼 は１９０３年 １月 １日

に ソル トレー ク市 に 生 ま れ ， １２人 の 兄弟 姉 妹 と共 にす ば ら し

い末 日聖 徒 の家 庭 の 中 で 成 長 した。 彼 は思 い 出 して語 っ た。

「私 は両 親 亀 心 か ら愛 し尊 敬 して い ま す 。」 「私 の 父 は も う年

老 いて 亡 くな りま した が ， 西 部 開 拓 者 の 一人 で した。 子 供 の

頃 父 は悪 気 の な い イ ンデ ィア ンに 開 拓 者 用 の 馬車 を盗 まれ て

しま い， そ の代 りに ６頭 の小 馬 を お い て 行 か れ た こ とが あ り

ま した。 しか し後 に父 は西 部 に住 ん で イ ンデ ィア ン と親 し く

接 し， 彼 らの よ き相 談 役 と な りま した 。 少 年 の 時 彼 は 毎 晩 ソ

ル トレー クの 中心 街 に３６の ガ ス ラ ンプを つ け る仕 事 を しま し

た。 馬 を愛 し， １６才 の時 ソル トレ ー クの 谷 か ら アイ ダ ホの ス

ネ ー ク リバー ま で放 牛 を した こ と もあ りま した。 父 は １８才 の

時 ，機 関車 の運 転 助 手 と な り， ２０才 で 機 関 手 に な りま した。

そ れ は 後 に 父 の生 涯 の仕 事 と な りま した 。」

ダイ ヤー 長老 は ソル トレー ク市 の学 校 に通 い ， ス ポー ツで

有 名 に な った。 そ の後 ， 東 部 諸 州 で伝 道 し， そ こで 彼 は 地 域

主 任 と な り， １９２３年 に は クモ ラの丘 の野 外 劇 に参 加 した 。 恐

ら くそ こで 野 外劇 が催 さ れ た の は それ が 始 めて の こ とで あ ろ

う。

１９２６年 に メイ ・エ リザ ベ ス ・ジ ャ ク ソ ンと ソル トレ「 ク神

殿 で結 婚 し， 二 人 の子供 グ ロ リア ・メイ （リー ド ・ク レイ ン

夫 人 ） とブ レ ン ト 蔑キ ャ ロル ・リン ・ス ミス と結 婚 ） に恵 ま

れ，現在 ５人の孫がある。

ダイヤー長老は８年間板金工 として働き，それか ら建設資

材会社の冷暖房関係の仕事を担当し，１９４９年にはそれに関す

る会社を自ら設立した。

１９５４年セントラルステーツ伝道部を管理するよう召さ瀦 た

時は，すでに三つのワード部の監督 と，二つのステーキ部の

高等評議員として奉仕していた。 ４年間伝道部長 と して 働

き，その後ＹＭＭ ＩＡの管理会長会第一副会長に一支 持 さ れ

た。１９５８年１０月１１日に十二使徒評議員会補助に召された。１９

６０年か ら１９６２年まではヨーロッパ伝道部の伝道部長 として働

いた。親友は彼について 「活気のある，よくできた，非常に

霊的な神の僕である」と述べている。彼は今日まで教会の建

設のために献身 してきた。ダイヤー長老は福音を必要 として

いる人々を見つけ，王国に導き入れるスピリッ トに満 ちた実

に経験豊かな宣教師であり，この聖なる召しにおいて他の人・

々を鼓舞する賜物と力とを持っている。

ヨーロッパ伝道部長としての彼の熱心な霊感に満ちた指導

力と，疲れを知 らない働きは全 ヨーロッパの伝道活動を大い

に盛り上がらせ，成功に導いた。宣教師に対する彼の有益な

忠告，大会での数々の指導，奮い立たせるようなお話，暖か

い思しＹやりと励まし，また各宣教師との面接などに驚 くべき

よい結果を もたらした。彼は 「みたまによって証しする」よ

うに，人の心を動かすというチャレンジを宣教師に与えた。
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また福音を教える唯一の効果的な方法は，みたまの力による

証詞の中にある 「強い説得力」によるということも彼 らに知

らせ力づけた。

また宣教師に，みたまの導きを受けるにふさわ しい生活を

し，恐れず証 しできるように切望 した。彼の宣教師に対する

合言葉は 「インマヌエルー 神，我 らと共に在 り」だった。

ダイヤー長老は１９６７年ｉｏ月 ５日に使徒に按手聖任された。

この新 しい責任において，彼の深い霊性と強い指導力はこの

氏完全な教会に大いなる力を投げかけるであろう㌔

マ リ オ ン Ｄ．ハ ン ク ス

（十二使徒評議員会補助）

マ リオン・Ｄ・ハンクス長老は１５年近 く七十人最高評議員会

の一員であった。彼は１９５３年１０月にその責任につ くよう支持

された。１５年の期間中，彼は若人のよき相談役と して知 ら

れ，問題を上手に解決する深い洞察力と勇気ある人物として

溝目されるに至った。ハンクス長老の話は国中の一般の人々

の間にもよく親 しまれており，今もなおインプルーヴメン ト

エラの若人の欄の編集長として教会に著 しい貢献をな七 てい

る。

１９２１年１０月１３日にソル トレーク市に生まれた。ハンクス長

老が ２才の時彼の父親は亡 くなり，その後彼と６人の兄弟妹

姉たちは母親 の手一つで育てられて きた。彼の幼な友だちは

母親の教えと彼自身の生 き方を表わしているハンクス長老の

若い時代を回想 して次のように語っている。

「私は今でも彼が自分たちよりもっと困っている家族を莇

けるため食料品袋を肩にのせて大通 りを運び歩いている姿を

はっきりと思い出すことができます。」

彼は肩だけでな く，指をも強 く敏活に鍛えたようである。

若い頃，マーブルゲームで州のチャンピオンになったことも

ある。この運動のすばらしい腕前は彼の高校時代から大学時

代へと続いた。事実，今日ハンクス長老は有能で数限られた

ハンドボールの選手として注 目を浴びている。

彼の大学のバスケ ットボールのコーチはハンクス長老につ

いて，今までユタ大学で会った中で最 も有望なバスケットボ

ールの新人であったと述べている。 しか し北部諸州伝道部の

伝道を果たすために，一つの奨学金をことわった。若 くして

執事になった彼は教会の標準聖典やシエィクスピアものを読

むために夜遅 くまで起きていたことが幾度となくあった。彼
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は ユ タ大学 の法 学 部 を卒 業 した が， 法 律 の仕 事 に従 事 す るか

わ りに， 七 十 人最 高 評 議 員会 に召 され るまで ， 教 会 の セ ミナ

リーや イ ンス テ ィチ ュー トで教 え て い た。 今 で もイ ンス テ ィ

チ ュー トで 教 え 続 けて い るが ， 時 々そ こに は ス テ ー キ部 大 会

と同 じ位 の人 々が 集 って くる。 彼 の最 も大 きな喜 び 嫁人 々 が

光 明 と真 理 を求 め る時 に， 勇 気 と助 け を与 え る こ とで あ る。

ハ ン ク ス長老 は マ クス ィ ン ・ク リス チ ャン セ ン と結婚 し，

５人 の 子供 ， スー ザ ン ・ジ ェイ （１７才 ）， ナ ン シー ・マ リ イ

（１６才 ）， ア ン ・エ リザ ベ ス （１４才 ）， メ ア リ∴ リンダ （１１

才 ）， リチ ャー ド ・ダ ブ （８才 ）， に恵 ま れ て い る。

親 友 が次 の よ うに語 って い る。

「ダ ブに は ど こ とな く人 を強 く引 きつ け る魅 力 が あ って ，

友 だ ちに 愛 され て い る。 仲 間 の 間で は 「ダ フ ・ハ ン ク ス の

話 』 と して 知 られ る よ うに な った彼 の善 意 親 切 ， ユ ー モ ァ

洞 察 力， 鋭 敏 な心 ， 立 派 な行 い な どに つ い て の話 で もち き り

で， 夜 が更 け る こ と も しば しば あ った 。」

ハ ン ク ス長 老 は働 く人 々 に平 和 を もた らす た め に， 多 くの

静 か な戦 い を続 け て き た。 人 や 問 題 に関 して ， 公 正 な判 断 を

くだす た め に数 多 くの 勇気 あ る行 動 を と って きた 。

「彼 は 自分 の こ とを か え り見 ず， 惜 し気 もな く， 人 に物 を

与 え， そ れ を忘 れ て しまい ます 。彼 は， 私 が伝 道 に 出 る 時

に ， 自分 が必 要 だ っ た に もか か わ らず ，私 に 洋服 を買 っ て く

れ ま した 。私 は そ の恩 を決 して 忘 れ ませ ん 。」 と も う一 人 の



知 人 が 述 べ て い る。 彼 は 充 分 に配 慮 して何 か を す る とい うた

ぐい まれ な賜 を 持 って お り， 最 近 彼 は極 東 一 ハ ワイ地 区 の伝

道 の 任 務 にあ って ベ トナ ムを 訪 れ た 時 に， そ こで 会 っ た若 い

兵 士 の妻 や 両親 に あ て て 個人 的 に ４００通 以上 の 手紙 を 口述 し

て 書 くこ とを思 い つ い た 。

ハ ンク ス長 老 は連 合 募 金運 動，ボ ー イ ス カ ウ トや Ｐ．Ｔ．Ａ ．

の 仕 事 ， 大 統 領 か 指 示 され た健 康 適性 委 員 会 （ドワ イ ト ・ア

イゼ ンハ ウ アー 大統 領 の も とで青 少年 の た め に設 け られ て い

る もの ） な ど，健 全 な 盾 動 に積 極 的 に参 加 して き た。 ま た カ

ー ラ イル 兵 営 に あ るス トラ テジ ソ ク兵 学 校 に二 度 代 表 委 員 と

して 参 加 した こ と と， そ こに お け る彼 の祈 りは， 他 の委 員 た

ちに 忘 れ る こ との で き な い もの とな っ て い る。 ハ ンク ス長 老

は 直接 あ るい は 間接 的 に知 りあ っ た無 数 の人 々か ら， 愛 と尊

敬 を 一身 に 受 け て き た の で あ る。

新 らた に 七十 人 最 高 評 議 員 会 々員 に 召 され た 二 人 は， 非 常

に対 照 的 な 経 歴 と新 しい責 任 を受 け る にふ さわ しい 印 象 的 な

数 々 の 実績 を もっ て い る。 改 宗 １６年 のハ ー トマ ン ・レ ク ター

・Ｊｒ．長 老 と ス テ ー キ部 長 の子 息 ロー レ ン ・Ｃ ・ダ ン長 老 で

あ る。

ハ ー ト マ ン レ ク タ ー ジ ュ ニ ア

（七十 人 最 高評 議 員 ）

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア長 老 は 今４３才 で， ５年 間

ノ鐡

ポ トマ ソ クス テ ー キ部 で ５４２番 目の七 十人 定 員 会 の会 長 と し

て奉 仕 して い た， 現 在 合 衆 国 農 務省 の 財務 局 で企 画 お よ び 予

算 分 析 係 と して 働 い て い る。 彼 は １９２４年 ８月 ２０日， ミズ リー

州 モベ リーで ハ ー トマ ン と ヴ ィヴ ィア ン ・フ ェイ ・ガ ー ヴ ィ

ン ・レク タ ーの 息 子 と して生 まれ ， モベ リー の近 くの農 場 で

育 っ た。 そ の地 で 彼 は高 校 と短期 大学 を卒 業 した。 そ の後 海

軍 飛 行 士 と して の期 間 を 終 え ， １９４７年 に モ ベ リー の コ ンス タ

ンス ・カ ー ク ・ダニ エ ル と結 婚 し， ミズ リー で農 業 を営 んで

い たが ， 朝 鮮 動 乱 に 召 集 され ， １９５８年 ま で軍 隊 に い た。

彼 に福 音 の 紹 介 を した 信 仰深 い末 日聖 徒 の軍 人 マ ク ドナル

ド ・ジ ョン ソ ン氏 に 出 会 った の は そ の期 間 中で あ っ た。 １９５２

年 ３月 ２５日 に （気温 は摂 氏 １度位 で あ っ た が） ハ ー トマ ン ・

レ ク タ ー ・ジ ュニ ア は東 京 の郊 外 で バ プ テ ス マ を受 けた 。 彼

の 改宗 に よ り， 末 日聖 徒 の軍 人 が いか に熱 心 に福 音 を他 人 に

分 か ち，数 多 くの改 宗 者 を 出 して い るか を 知 る こ と が で き

る。 レ ク ター姉 妹 もま た１９５２年 の ３月 にバ プ テ スマ を 受 け て

い る。 レ ク ター長 老 は軍 隊 に い る問 に も， ケ ン タ ッキ ー， ミ

ネ ソタ， ジ ョー ジ ア， カ リフ ォル ニ ア各州 の 大学 で学 ん だ。

朝 鮮 動 乱 後 ， 合 衆 国農 務 省 の主 任 検査 官 とな つ た。

教 会 に お け る彼 の活 動 は多 様 で 非常 に経 験 豊 か で あ る。 日

曜 学 校 教 師 一 ４年 問 ， ワ ー ド部Ｍ ＩＡ 会長 一 ２年 間， ス テー

キ部 宣 教 師 一 ４年 間 （彼 は この 期 間 中 ，４７人 に バ プ テ ス マ を

施 した）， ワ シ ン トン ス テー キ部 伝 道 部 長 一 １年 間 ， ス テ ー

キ部 Ｍ ＩＡ 会 長 一 ３年 間 ，現 在 は ワー ド部 セ ミナ リー教 師 と

５４２番 目 の 七十人 定 員 会 々長 で あ る。

レク タ ー姉 妹 は現 在 ポ トマ ノクス テ ー キ部 扶 助 協 会 々長 会

の第 二 副 会 長 と して 奉仕 して い る。

彼 らは教 会 の 書物 を愛 し， 数 年 間家 族 を は なれ て ミレニ ア

ル 書 店 を 経 営 して い た 。そ の利 益 は教 会 の 資 金 に寄 付 され た 。

彼 ら には 七人 の子 供 が い る。 ジ ョエ ル ・カ ー ク （１９才 ， 南

ブ ラ ジル伝 道部 で伝 道 中） キ ャサ リ ン ・ガ ー ヴ ィン （１７才 ）

ロ ー ラ ・コ ンス タ ンス （１６才 ）， リ ンダ ・マ リー （１４才 ）， ダニ

エ ル ・ハ ー トマ ン （１１才 ）， リ ラ （６才 ）， ジ ョ ン ・マー カス

（２才 ） で あ る。

レ ク ター長 老 は 自身 の改 宗 を思 い起 して 次 の よ う に 語 っ

た 。「私 は どん な にか福 音 に 興 味 を も った こ とで しよ う。

ず っ と真 理 を求 め続 け， そ して 祈 りま した 。私 は 同 じ祈 り

を何 千 回 とな く捧 げ て きま した。 「主 よ， と うそ私 を真 理 の

道 へ お導 き下 さ い。 真 理 を知 らし めて くだ さい 』 と。 これ こ

そず っ と求 め続 けて き た もので あ り， 心 か ら求 あ て い た教 会
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一 真 理 で あ りま す
。 ウ ィル ・ロ ジ ャー ス は 『私 の知 識 のす べ

て は新 聞 の中 で 得 た もの で す 』 と言 って い ま す が， 「私 の も

って い る知 識 の よい ものす べ て は教 会 の 会 員 に な っ て学 ん だ

もの で あ りま す 』 と私 は言 うこ とが で きま す 。」

デ ビ ッ ド・０ ・マ ッケ イ大 管 長 は レ ク タ ー長 老 を 七十 人 最 高

評 議 員 会 々員 と して 召 され た時 「主 が あ なた を愛 して お られ

るよ うに， 私 た ち もそ うで あ る とい うこ とを 知 って い た だ き

た い」 と述 べ られ た。 こ う して ， マ ッケ イ大 管 長 が教 会 の大

管長 とな られ てか ら１１ケ月 後 に バ プ テ ス マを 受 けた レ ク ター

長老 は 今 ， す べ て の人 類 に真 理 を広 め るべ く， マ ッケ ・ｆ大 管

長 や そ の他 の教 会 幹 部 と共 に働 いて お られ る ので あ る。

ロ ー レ ン Ｃ． ダ ン

（七 十 人 最 高 評 議 員 ）

ロー レづ ・Ｃ ・ダ ン長 老 は ４年 間 ニ ュー イ ン グ ラ ン ド伝 道 部

長 会 の第 一 副 伝 道 部 長 と して 奉 仕 し，現 在 は ボ ス トンに本 部

を お くニ ュ ー イ ング ラ ン ド評 議 会 ， 経済 開 発 局 の通 信 部 長 で

あ る。

彼 は１９３０年 ６月 １２日に ア レ ック ス ・Ｆ ・ダ ン とキ ャ ロル ・

ホ ー ス フ ォ ー ル ・ダ ンの末 っ子 と して 生 ま れ た。 彼 の 父親 は

２０年 間 トウ ー エル ス テ ー キ部 の ス テ ー キ部 長 で あ った。 ま た

トウー エ ル ・トラ ンス ク リプ ト新 聞 の発 行 者 で もあ る。 ダ ン

長 老 は １９４９年 か ら１９５３年 ま で ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 （ジ ャ ー

ナ リズ ム専攻 ） に籍 を お い た。 彼 は そ こで バ スケ ッ トボ ール

チ ー ムの 一 員 と して活 躍 し， １９５１年 に は ニ ュー ヨー ク市 で 行

わ れ た 全 国 招 待対 抗 試 合 に優 勝 して い る。 そ の選 手 団 は南 ア

メ リカ に も遠 征 した。 後 に 彼 は オ ー ス トラ リヤで 伝 道 を し，

．そ こで は副 伝 道 部 長 で あ った。 そ の後 ２年 間 ア メ リカ陸 軍 の

務 めを 果 し， ヨー ロ ッパ で 働 い た。

帰 国 後 １９５８年 に父ｉ親の 新 聞 会社 の編 集 者 とな っ た。 １９５９年

に十 二 使 徒 会 補 助 の ジ ョ ン・ロ ング デ ン長 老 と ラル ー ・カ ー ・

ロ ング デ ンの娘 で あ る シ ャ ー ロ ン ・ロ ン グデ ン と結 婚 した。

彼 らに は， カル ヴ ィ ン（７才 ）， キ ン バ リー （２才 ）の ２人 の子

供 が あ る。 １９６１年 に ダ ン長 老 は父親 の 新 聞社 を や め， ボ ス ト

ン大 学 に入 るた あ東 部 へ 行 っ た。 彼 はそ こで １９６６年 に渉 外 に

関 す る修 士 号 を得 た。 彼 は ニ ュー ヨー ク ・ヘ ラル ド ・ トリビ

ュー ン ・フ レ ッシ ュ ・エ ア ー ・フ ァ ン ド会 社 で 渉 外部 次 長 と

して働 き， 現 在 の地 位 （ニ ュー イ ング ラ ン ド評 議 会 ） に つ い

た の は １９６３年 で あ る。 ダ ン長 老 は今 ３７才 で ， ボ ス トン ・ロー

タ リー ク ラ ブの会 長 ， ア メ リ カボ ー イ ス カ ウ ト北 東 部 評 議 会
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議長，ボス トン大学附属通信学校の客員講師であり，またい

くつかの新聞や渉外専門協会の一員でもある。彼は末 日聖徒

軍人グループリーダー，エクスプローラー顧問，ニューイン

グランド伝道部Ｍ ＩＡの会長，ワー ド部長老定員会の会長 と

して働いた。ダン姉妹は現在ボス トンステーキ部ＹＷＭ ＩＡ

の会長 として奉仕 している。ダン長老の父は彼の生涯 に最 も

大きな影響を与えてきた。 「私にとって父は今まで知った人

の中で最 も偉大な人です。忙 しい時には，家族とどれだけ多

くの時間を過 したかではなく，どのように家族と交わ り，す

ばらしい影響を与えたかということの方が大切であると父は

教えて くれました。ちょっとした言葉や生活方法を通 して，

父は私たちに深い関係があることを知 らせようとしていま し

た。私の家庭では家族の祈 りと，それがかもし出す雰囲気に

大きな重きを置いていたことを覚えています。マッケイ大管

長は私をこの召 しに召された時，私の父が私に何を して欲 し

いと望んでいるかをよく心に留めて新 しい責任を全 うして く

ださいとチャレンジを与えて くださいました。どのようなこ

とでもこの教会にあって奉仕できるということは非常に名誉

なことでありますが，特に教会幹部の一入に加えられました

ことを心からへ りくだって感謝いたします。」

本誌 は新 らた に召 された ４人の方々に これか らの奉仕 が教会 と

人類 に多大の貢献 をされ ます ことを確信 し，心か らお祝 いを申 し

あげます。



：：：：：：：：：伝 道 部 長 会 メ ッ セ ー ジ ：：：：：：：：：

ア ドニー Ｙ．小松 伝 道 部 長

愛する兄弟姉妹の皆さん

私たちは各地における本年度第 ２回目の地方部大会に出席

して，皆さんとお会い し，結婚 と系図の重要性について話 し

あってまいりま した。

結婚は神により定められた神聖な儀式であり，それについ

ては聖典の言葉だけでなく，多 くの人々の証詞を聞かされて

きました。私たちは両親を離れて，配隅者を見つけ，神聖な

結婚の状態に入ると，私たちが地上で守 らなければな らない

神の二つの原則の一つを果たしていることになるのでありま

す。

第一の原則は，人はみな神の国に入るために，権能ある人

によりバプテスマを受けなければな らないということであり

ます。第二は，私たちはこの世において結婚の契約に入 り，

夫及び妻として立派な家庭を築 き上 げ，神の教えを神聖に守

らなければならないということであ ります。

末日聖徒である私たちには，今 も永世にもわたる神殿結婚

という主により与え られた方法があ ります。私たちは福音の

最 も重要な教えの一つであるこの目的達成のために努力 しな

ければな りません。現在の日本ではこれを果たすのは容易で

はありません。 しか し，過去二回にわたってハワイ神殿訪問

旅行をなし遂げ， さらに第 ３回目を１９６９年の夏にひかえて目

下準備中であ ります。私は聖徒たちの祝福のために，将来さ

らに多 くの旅行が計画 されるにちがいないと思います。私は

生涯で最 も大切なこの出来事に参加するために，あなたがた

が進んで準備をされますように力説いたします。

マ ッケィ大管長は次のように述べてお られます。

「神殿結婚には本当に人をひきつけるものがあ り，科学的

なひびきさえ感 じられます。けれども，神殿に恋人を伴って

行 く若者は，二人の結合が二人を聖壇に導いた愛と全 く同様

に永遠であるという理解をもってそこに臨まなければなりま

せん。またそれについてどんな疑いもあってはなりません。

神殿で結婚をするに先だって，あなたは潔い生活をしてき

たかどうかが求め られるのです。

若い女性であるあなたには，あなたとまさに結ばれようと

している男性が潔い身体をもってあなたのもとに来るという

確信があり，相方とも，生活の基いがけがれないものである

という確信を持 っていなければなりません。

兄弟妹姉の皆さん，神があなたがたを祝福され，けがれな

い生活を し続けることができ，伴侶を選ぶ時に主に祈 り，導

きを求められますように。またもしすでに選んだならば，二

人が神の家に入ることができるような生活をし，主があなた

がたの生活についてたずねられたならば，正直に 「私たちは

純潔であります」 と答えられますように。

この基いをもって始められる結婚は，あなたがたにこの世

においてあるいは永遠にわたって知 られる幸福とたえなる喜

びをもたらすにちがいありません。」

系図 もまた永遠の生命を受けるために，私たちが守 らなけ

ればならない救いの原則の一つであります。私たちが系図を

探求する時に， 神の誠命に従ρており，系図の記録を神聖に

保管する時に，愛する人々を敬っていることになるのであり

ます。

今月の 「聖徒の道」のテーマは主の家すなわち神殿に関す

るものであります。末 日聖徒は主により教えられ，求められ

ているので，神殿を建てるのであり， ここで人間の救いを全

うするために数々の儀式が執行されるのであります。今日数

々の神殿は主として この地上で福音を聞 く機会を持たずに亡

くなった無数の人々の祝福 と救いのために維持されてお りま

す。

今 日の神殿内の儀式には次のような ものがあります。

１，バプテスマ，詳 しくは死者のバプテスマ

２，神権の聖任とエンダウエン ト

３，結婚の儀式

４，その他の結び固めの儀式

私は，あなたがたが主の家に入る祝福に与 り，救いと昇栄に

必要な儀式が受けられますよ うに，また神の祝福 とあなたが

たの努力によ りイエス ・キ リス トの福音の原則に従って生活

することができますように心よりお祈 りいたします。
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神 殿 と日本 の聖徒 ハ ワイ神殿訪問計画

峨醸嚢灘

碍騨

ア ンターセ ン伝道部長

第一回神殿訪問
１９６５年 ７，月， 約 １６０名余 りの

聖 徒 は， ア ンダー セ ン伝道 部長

を中心 に 日本 か ら初 めて の神殿

訪 問 を行 った。

小 松 伝 道 部 長

二回神殿訪問
１９６７年 ６月， 約 １３０名余 りの

聖 徒 は， 小 松伝道 部長 ご家族 と

共 に， 第 二 回 目の訪 問 を終 えた

難

』

藤擢

難 。馨

１＋

驚

麟羅

矯 階

・ 鞭 灘
垂鍬塞 灘

醗嚢

郷♂灘

黛

釜灘 雛
農 欝

鍵鐵雛灘
灘 纐 箋

懸

繍 、搬欝

第 三 回 神 殿 訪 問 １９６９年夏を目標に準備がなされている。

この計画に参加希望す る聖徒たちは，今か

ら物心両面にわたる充分な備えをな さるよ

うお願 いします。
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隷 漁 意 ’一 羅轟

。 灘 ．

鵬鰯灘 曝　帆 各 地 で 地 区 大 会 開 か る
広島大会の兄弟姉妹

〈 広 島 大 会 ＞ ５月 ４・５日 岡山，広島 高松，柳井の各支部から広島へ集った

灘 ’饗難

四国か ら集ま った高 松支部会 員の紹介

’麟

勲

灘難
雛

雛 騒鱗織 欝 懲 懸撒 欝 鱗 囑鱗、

岡山支部ダ ンスデモ ンス トレー シ ョン

＜名 古 屋 大 会＞ ５月１１～１２日 金沢，名古屋，京都，岡町，阿倍野，西宮，三宮の各支部から名古屋へ集まった

名 古 渥 大 会 の 神 権 者 た ち

欄ギ ㌔ 趣 饗盤　
．
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毒 鍵

一蹴 。’ 嚢躍 …．

＋
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関 西 Ｌ Ｄ Ｓ コ ー ラ ス
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棲纏灘 　 難 灘撫 灘 綴灘

灘 欝 ．

支 部 だ灘騰

母の 日に集 まったお母さん と子供たち

よ り

Ｍ ｌＡ演劇祭で熱演する会員

〈札 幌支 部 だ よ り〉 ．

ひさしぶりに札幌支部の紹介を誌上で します。バプテスマ も少し停滞気味でしたが， ５月に入るや毎週のよう

に儀式が行なわれ，これが ６月までずっと続きそうです。 ４月１４日には山田とみえ姉妹が７６才の高齢で改宗され

無事水に沈められる儀式を受けま した。

若い人々の活躍 も目覚ましい ものがあります。 アロン神権者は，支部運営の中枢の一部をにない，責任 と義務
嚇 を自覚 して

，例えば，アロン神権の諸活動に支部補助組織に神権を実際に用いています。Ｍ ＩＡ活動 もさかんで

過 ぐる演劇祭にも上演し好評を博 し，演劇活動の伝統を固守 しています。また ５月１２日の母の日には，ごらんの

ように多数の子供たちが出席しました。

６月１７日から２３日まで支部大会が開かれます。テーマは 「主の家族モルモンの輪を広げよう」です。すべての

会員の働らきは豊かに実 りつつあるようです。ではまた。

〈金沢支部だよ り〉

大会には現代の幌馬車 に乗 って 南へ 南
へ民族の移動が 行わ れる

支部 Ｍ ｌＡ大会 の呼 び物新 聞紙 によ る
ファッシ ョンシ ョウ

扶助協会の姉妹たちすなわち トンプ レ
デイの集 まり

モ ル モ ン の 子 供 た ち 神権者による合気道の練習 建築宣教師に召された花沢俊明兄弟と
蔵谷周作兄弟

１３４






	表紙
	心の糧＆もくじ
	神殿の目的　ﾃﾞﾋﾞﾄﾞ・O・ﾏｯｹｲ
	モルモンはなぜ神殿を建てるか　ﾏｰｸ・E・ﾋﾟｰﾀｰｾﾝ
	神殿を仰ぎ見て　ｼﾞｮﾝ　A・ｳｨｯｫｰ
	啓示
	古代の神殿
	末日聖徒の結婚
	ローカルニュース



